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后
の
通
訳
兼
洋
装
担
当
で
あ
っ
た
女
官
香
川
志
保
子
の
関
係
史
料
が
多
く
含
ま
れ
て
お

り
、
明
治
期
宮
中
の
動
向
を
研
究
す
る
上
で
の
好
史
料
と
な
っ
て
い
る（

（
（

。
ま
た
、
昨
今

注
目
さ
れ
て
い
る
大
聖
寺
所
蔵
の
昭
憲
皇
太
后
着
用
大
礼
服
に
関
す
る
研
究
修
復
復
元

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に（

（
（

、
現モ

ノ物
資
料
と
文
書
史
料
の
双
方
か
ら
研
究
が

進
展
し
て
い
る
の
も
本
分
野
の
特
徴
で
あ
る（

（
（

。

　

し
か
し
、
女
子
宮
廷
服
、
殊
に
皇
后
の
ド
レ
ス
や
洋
装
品
等
に
関
し
て
は
、
現
存
す

る
現
物
及
び
関
係
の
文
書
史
料
が
少
な
く
、そ
の
全
容
に
関
し
て
は
不
明
な
点
が
多
い
。

近
年
で
は
、
皇
后
の
大
礼
服
等
を
め
ぐ
っ
て
「
国
産
か
、
欧
州
製
か
」
と
い
っ
た
こ
と

が
議
論
に
な
る
が（

（
（

、
こ
の
点
に
関
し
て
も
、
何
年
か
ら
（
ま
た
は
何
年
ま
で
）、
ど
の

よ
う
な
発
注
の
仕
方
（
服
地
と
刺
繍
・
縫
製
の
別
、
発
注
ル
ー
ト
等
）
で
、
ど
の
業
者

に
制
作
を
依
頼
し
た
か
、
毎
年
発
注
す
る
御
用
品
中
の
日
本
製
と
欧
州
製
の
ド
レ
ス
の

比
率
が
ど
れ
く
ら
い
か
、
と
い
っ
た
基
本
的
な
こ
と
も
、
現
時
点
で
知
り
得
る
情
報
は

少
な
い
。
ま
た
「
国
産
か
、
欧
州
製
か
」「
欧
州
製
か
ら
国
産
へ
」
と
い
っ
た
単
線
の

対
立
軸
で
こ
の
問
題
を
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
本
稿
で
確
認
す
る
よ
う
に
、
明
治
末
年

に
お
い
て
も
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
で
ド
レ
ス
や
洋
装
品
等
を
購
入
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

宮
内
省
、
特
に
洋
装
担
当
者
が
い
か
な
る
考
え
の
も
と
で
日
本
製
と
欧
州
製
の
バ
ラ
ン

ス
を
図
ろ
う
と
し
て
い
た
か
、
そ
の
比
率
は
ど
の
よ
う
に
変
遷
し
た
か
、
と
い
っ
た
こ

と
を
考
察
す
る
視
点
が
必
要
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

以
上
を
踏
ま
え
つ
つ
、
本
稿
で
は
、
①
明
治
十
九
年
の
皇
后
最
初
の
洋
装
大
礼
服

等
の
ド
イ
ツ
発
注
、
②
同
十
九
～
二
十
年
の
皇
后
御
用
品
の
欧
州
で
の
購
入
、
③
同

四
十
三
～
五
年
に
お
け
る
皇
后
御
用
品
の
欧
州
発
注
ま
た
は
欧
州
で
の
購
入
、
の
三
点

は
じ
め
に

　

い
わ
ゆ
る
「
宮
中
の
洋
装
化
」
に
は
、
明
治
五
年
の
男
子
宮
廷
服
、
同
十
九
年
の
女

子
宮
廷
服
と
い
う
二
つ
の
画
期
が
存
在
す
る
。前
者
が
御
正
服
を
着
用
し
た
明
治
天
皇
、

後
者
は
洋
装
大
礼
服
（
マ
ン
ト
ー
・
ド
・
ク
ー
ル
）
を
着
用
し
た
昭
憲
皇
太
后
に
象
徴

さ
れ
、
そ
の
姿
は
行
幸
啓
や
巡
幸
啓
の
ほ
か
、
御
真
影
や
錦
絵
と
い
う
形
で
国
内
外
に

周
知
さ
れ
た（

（
（

。
一
国
の
最
高
権
力
者
と
そ
の
正
妃
が
、
近
世
以
前
の
伝
統
的
な
装
束
か

ら
欧
州
帝
室
に
倣
っ
た
洋
装
の
礼
服
等
へ
と
装
い
を
変
え
る
。
そ
の
革
新
性
は
、
国
外

に
対
し
て
は
欧
米
列
強
に
比
肩
す
る
近
代
化（
欧
風
化
）さ
れ
た
帝
室
及
び
国
家
イ
メ
ー

ジ
の
発
信
に
繋
が
り
、
国
内
に
対
し
て
は
西
洋
を
モ
デ
ル
に
し
た
近
代
化
政
策
の
象
徴

と
し
て
、
国
民
を
主
導
す
る
役
割
が
期
待
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
特
に
明
治
十
九
年
の
改

革
は
、
憲
法
制
定
と
国
会
開
設
を
控
え
た
時
期
で
あ
り
、
欧
米
列
強
に
対
し
て
近
代
的

な
国
家
体
制
の
成
立
を
誇
示
す
る
効
果
が
期
待
さ
れ
た
。
当
時
の
首
相
兼
宮
相
伊
藤
博

文
や
外
務
次
官
青
木
周
蔵
、
そ
し
て
皇
后
宮
大
夫
香
川
敬
三
と
い
っ
た
「
宮
中
の
洋
装

化
」
を
推
進
し
た
指
導
者
た
ち
は
、
そ
の
変
革
の
政
治
的
な
影
響
力
の
大
き
さ
を
理
解

し
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

近
年
、
皇
后
（
昭
憲
皇
太
后
）
を
は
じ
め
と
す
る
女
子
宮
廷
服
の
洋
装
化
に
関
す
る

研
究
が
進
展
し
て
い
る（

（
（

。
そ
れ
ら
一
連
の
研
究
の
基
幹
史
料
の
一
つ
が
「
香
川
家
史

料
」（
学
習
院
大
学
文
学
部
史
学
科
蔵
。
令
和
六
年
四
月
か
ら
同
大
学
史
料
館
へ
移
管
）

で
あ
る
。
同
史
料
に
は
、
長
く
皇
后
宮
大
夫
を
務
め
た
香
川
敬
三
と
、
そ
の
長
女
で
皇

昭
憲
皇
太
后
の
大
礼
服
と
洋
装
品
の
購
入

　
─
香
川
家
及
び
皇
后
宮
職
の
関
係
史
料
か
ら
─
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昭憲皇太后の大礼服と洋装品の購入　─香川家及び皇后宮職の関係史料から─



る
過
程
を
見
て
い
き
た
い
。

　

皇
后
の
大
礼
服
購
入
の
動
き
は
、
明
治
十
九
年
七
月
に
始
ま
っ
た
。
前
月
の
六
月

二
十
三
日
に
女
子
宮
廷
服
の
洋
装
化
が
伊
藤
博
文
宮
相
か
ら
通
達
さ
れ
、
皇
后
の
通
常

礼
服
を
「
本
邦
人（

（
（

」
に
発
注
し
て
調
製
し
た
後
、
七
月
三
十
日
に
華
族
女
学
校
卒
業

証
書
授
与
式
に
皇
后
が
初
め
て
洋
装
で
臨
席
し
た（
（1
（

。
そ
の
準
備
過
程
に
お
い
て
、
七

月
十
九
日
に
敬
三
は
品
川
公
使
に
「
皇
后
宮
御
手
許
御
用
物
品
御
買
上
」
に
つ
き
外
務

次
官
青
木
周
蔵
夫
人
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
へ
依
頼
し
た
の
で
、
ベ
ル
リ
ン
の
商
店
か
ら
代

価
請
求
が
あ
っ
た
場
合
、
フ
ラ
ン
ス
・
リ
ヨ
ン
の
日
本
正
金
銀
行
支
店
か
ら
資
金
を
引

き
出
し
て
支
払
っ
て
ほ
し
い
、
同
店
へ
は
フ
ラ
ン
ス
貨
幣
五
万
フ
ラ
ン
（
日
本
銀
貨
で

約
一
万
三
千
円
）
を
貴
官
か
ら
払
い
込
む
べ
き
旨
を
申
し
遣
わ
し
た
、
と
伝
え
て
い�

る
（「
注
文
」）。
後
述
す
る
が
、
こ
の
時
は
大
礼
服
や
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
テ
ィ
ア
ラ
等

で
は
な
く
、
腕
輪
や
指
輪
等
の
宝
飾
品
の
購
入
を
依
頼
し
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
、

同
二
十
五
日
付
で
伊
藤
が
敬
三
に
書
翰
を
送
り
、
青
木
次
官
と
相
談
し
た
が
今
後
は

平
常
服
の
み
で
な
く
礼
服
も
必
要
と
な
る
、
十
二
～
三
万
円
で
洋
装
品
を
一
通
り
揃

え
た
い
と
思
う
が
ど
う
か
、
と
伝
え（
（1
（

、
い
よ
い
よ
大
礼
服
等
の
発
注
に
動
き
出
し
た
。

二
十
七
日
付
の
伊
藤
宛
書
翰
で
青
木
は
、
先
夜
お
話
し
の
「
皇
后
陛
下
御
需
要
之
注
文

品
」
は
欧
州
発
注
が
よ
い
、
十
二
万
円
の
逆
為
替
に
関
し
品
川
公
使
か
正
金
銀
行
へ
ご

指
示
を
、発
注
な
ら
妻
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
の
兄
ク
ラ
ウ
ス
に
も
委
任
状
を
出
し
て
ほ
し
い
、

急
ぎ
決
定
し
な
け
れ
ば
と
て
も
「
正
月
之
御
用
」
に
間
に
合
わ
な
い
、「
皇
后
陛
下
御

首
御
領
之
寸
尺
」
が
分
か
ら
ね
ば
発
注
で
き
な
い
が
、
妻
へ
謁
見
の
御
内
意
は
あ
る
の

か
、
等
と
具
体
的
な
対
応
を
迫
っ
て
い
る（
（1
（

。
明
治
二
十
二
年
度
の
大
礼
服
の
ド
イ
ツ
発

注
で
は
、
フ
ォ
ン
・
モ
ー
ル
妻
ヴ
ァ
ン
ダ
へ
の
依
頼
か
ら
納
品
ま
で
約
七
か
月
を
要
し

た
こ
と
に
鑑
み
て
も（
（1
（

、
同
年
の
発
注
は
あ
ま
り
に
も
時
間
が
な
か
っ
た
。
恐
ら
く
伊
藤

や
青
木
の
案
に
敬
三
も
賛
同
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
敬
三
は
同
三
十
日
付
で
青
木
に
「
皇

后
御
用
西
洋
服
并
西
洋
飾
品
等
」
を
代
金
十
三
万
円
で
購
入
依
頼
し
、
あ
わ
せ
て
女
官

（
典
侍
）
高
倉
寿
子
と
室
町
清
子
の
宮
廷
服
も
一
万
円
で
の
購
入
を
依
頼
し
た
。
同
時

に
品
川
公
使
と
日
本
正
金
銀
行
リ
ヨ
ン
支
店
に
対
し
、
先
便
の
「
皇
后
宮
御
手
許
御
用

物
品
御
買
上
」
に
加
え
、「
御
服
御
飾
具
等
」
も
青
木
夫
人
に
依
頼
し
た
こ
と
を
伝
え
、

日
本
通
貨
十
四
万
円
相
当
の
支
払
に
つ
き
指
示
を
送
っ
て
い
る
（「
注
文
」）。

に
つ
い
て
、
香
川
家
及
び
皇
后
宮
職
の
関
係
史
料
を
中
心
に
見
て
ゆ
く
。
い
ず
れ
も
直

近
の
史
料
調
査
の
成
果
で
あ
り
、
皇
后
御
用
品
の
欧
州
発
注
ま
た
は
欧
州
で
の
購
入
に

関
す
る
従
来
の
知
見
を
補
完
、
修
正
す
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
本
件
に
関
す
る
調
査

は
未
だ
限
定
的
で
あ
り
、
特
に
明
治
二
十
年
代
後
半
か
ら
三
十
年
代
の
状
況
を
把
握
し

き
れ
て
い
な
い
こ
と
、
そ
の
た
め
本
稿
で
示
す
知
見
に
関
し
て
も
、
今
後
の
史
料
調
査

を
踏
ま
え
た
上
で
の
更
な
る
検
証
が
必
要
な
こ
と
を
予
め
付
記
し
て
お
く
。

一
　
皇
后
最
初
の
マ
ン
ト
ー
・
ド
・
ク
ー
ル

　

昨
年
、
学
習
院
大
学
史
料
館
に
新
た
な
香
川
家
関
係
史
料
が
寄
贈
さ
れ
た
。
同
史
料

は
香
川
家
の
分
家
筋
に
伝
来
し
た
も
の
で
、
私
信
の
多
い
、
す
で
に
学
習
院
大
学
文
学

部
史
学
科
に
寄
贈
さ
れ
た
「
香
川
家
史
料
」
と
は
異
な
り
、
皇
后
宮
職
の
公
文
書
が
多

く
含
ま
れ
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
そ
の
中
に
、
明
治
十
九
年
七
月
、
ド
イ
ツ
・
ベ

ル
リ
ン
の
裁
縫
店
マ
ッ
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
に
発
注
し
た
皇
后
の
洋
装
大
礼
服
（
マ
ン

ト
ー
・
ド
・
ク
ー
ル
）
等
と
、
帝
室
御
用
の
金
工
師
レ
オ
ン
ハ
ル
ト
＆
フ
ィ
ー
ゲ
ル
商

店
に
発
注
し
た
宝
飾
品
に
関
す
る
皇
后
宮
職
の
会
計
記
録
（
簿
冊
）
が
含
ま
れ
て
い
た
。

簿
冊
の
表
題
は
「
明
治
十
九
年　

外
国
へ
御
注
文　

御
洋
服
并
附
属
品
書
類　

附
往

復
書（

（
（

」（
口
絵
１
・
２
、
以
下
「
注
文
」）
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
総
額
一
五
万
四
千
円

余
と
い
う
多
額
の
出
費
に
加
え
、
支
払
い
に
際
し
て
若
干
の
過
誤
が
生
じ
た
こ
と
も
あ

り（
（
（

、
発
注
か
ら
支
払
ま
で
の
金
銭
の
流
れ
を
記
録
と
し
て
残
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま

た
同
簿
冊
中
、
在
ベ
ル
リ
ン
の
臨
時
代
理
公
使
品
川
弥
二
郎
か
ら
敬
三
に
送
ら
れ
た
勘

定
書
に
「
明
治
三
十
二
年
ノ
相
場
ニ
換
算
ス
レ
バ
」
等
の
朱
書
き
の
付
箋
が
複
数
あ
る

こ
と
に
鑑
み
る
と
、
翌
三
十
三
年
五
月
の
皇
太
子
御
婚
儀
に
向
け
て
、
皇
太
子
妃
節
子

の
洋
装
品
を
準
備
す
る
際
の
参
考
資
料
と
し
て
敬
三
が
手
許
に
置
い
て
い
た
可
能
性
も

考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
従
来
不
明
な
点
の
多
か
っ
た
昭
憲
皇
太
后
の
最
初
の

大
礼
服
等
の
購
入
に
関
す
る
細
部
を
補
完
す
る
好
史
料
で
あ
り
、
水
損
の
跡
が
甚
し
く

判
読
が
難
し
い
と
こ
ろ
も
多
い
が
、
同
史
料
で
得
ら
れ
た
知
見
を
加
え
、
改
め
て
日
本

の
皇
后
と
し
て
初
め
て
洋
装
大
礼
服
で
臨
ん
だ
明
治
二
十
年
の
朝
拝
（
口
絵
３
）
に
至

2



　
　
　
　
　

但
第
二
号
領
収
証
書
之
通
リ

　
　
〔
上
部
付
箋
朱
書
「
□
□
払
済
」〕

　
　

一
独
貨
六
万
九
千
百
六
十
五
麻
也

　
　
　
　

是
ハ
□〔
御
衣
〕□
裳
調
製
代
価
并
運
搬
費

　
　
　
　
　

但
第
三
号
領
収
証
書
之
通
リ

　
　
〔
上
部
付
箋
朱
書
「
十
二
月
十
六
日
払
済
／
第
三
」〕

　
　

一
独
貨
弐
千
六
百
二
拾
三
麻
也

　
　
　
　

是
ハ
同
同
断　

但
第
四
号
領
収
証
書
之
通
リ

　
　

一
独
貨
参
千
麻
也

　
　
　
　

是
ハ
室
町
典
侍
衣
服
調
製
代
価

　
　
　
　
　

但
第
五
号
領
収
証
書
之
通
リ

　
　

一
独
貨
弐
千
五
百
麻
也

　
　
　
　

是
ハ
高
倉
典
侍
衣
服
調
製
代
価

　
　
　
　
　

但
第
六
号
領
収
証
書
之
通
リ

　
　

合
計
独
貨
四
拾
弐
万
千
六
百
九
拾
壱
麻
七
十
五
布
也

　
　
　

右
之
通
リ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

（
□
は
水
損
等
、〔　

〕
内
は
筆
者
補
注
、
以
下
同
）

　

レ
オ
ン
ハ
ル
ト
＆
フ
ィ
ー
ゲ
ル
（「
皇
后
宮
御
服
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ト
御
飾
〔
品
〕
調
製

代
価
」
三
四
万
二
〇
〇
〇
マ
ル
ク
、
日
本
銀
貨
で
一
〇
万
七
一
九
八
円
九
一
銭
）、
ロ

イ
ド
社
（「
海
上
保
険
料
」
二
四
〇
三
マ
ル
ク
七
五
ペ
ニ
ヒ
、
日
本
銀
貨
で
四
七
六

円
七
一
銭
）、
マ
ッ
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
（「
御
衣
裳
調
製
代
価
并
運
搬
費
」〈
大
礼
服
含

む
〉
六
万
九
一
六
五
マ
ル
ク
、
日
本
銀
貨
で
二
万
一
八
五
九
円
九
五
銭
五
厘
、「
同
断
」

二
六
二
三
マ
ル
ク
、
日
本
銀
貨
で
八
二
九
円
二
銭
七
厘
、「
室
町
典
侍
衣
服
調
製
代
価
」

三
〇
〇
〇
マ
ル
ク
、日
本
銀
貨
で
九
三
六
円
五
七
銭
五
厘
、「
高
倉
典
侍
衣
服
調
製
代
価
」

二
五
〇
〇
マ
ル
ク
、
日
本
銀
貨
で
七
八
〇
円
四
八
銭
）
で
、
総
額
が
四
二
万
一
六
九
一

マ
ル
ク
七
五
ペ
ニ
ヒ
、
日
本
銀
貨
で
一
三
万
二
〇
八
二
円
四
八
銭
で
あ
る
。
欧
文
の
領

収
証
（
写
し
）
を
み
る
と
、
レ
オ
ン
ハ
ル
ト
＆
フ
ィ
ー
ゲ
ル
は
十
月
十
四
日
付
、
ロ
イ

ド
社
は
同
二
十
五
日
付
、
マ
ッ
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
は
十
一
月
付
で
領
収
証
を
出
し
て
お

　

こ
の
時
、
大
礼
服
や
洋
装
品
等
は
ベ
ル
リ
ン
の
裁
縫
店
マ
ッ
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
、
宝

飾
品
は
帝
室
御
用
の
金
工
師
レ
オ
ン
ハ
ル
ト
＆
フ
ィ
ー
ゲ
ル
商
店
に
発
注
さ
れ
た
。
七

月
十
九
日
付
の
品
川
へ
の
通
信
に
「
御
地
之
商
店
」
と
あ
る
の
で
、
宝
飾
品
に
関
し
て

は
、
こ
の
時
す
で
に
レ
オ
ン
ハ
ル
ト
＆
フ
ィ
ー
ゲ
ル
へ
の
発
注
が
内
定
し
て
い
た
可
能

性
も
考
え
ら
れ
る（
（1
（

。両
店
に
発
注
さ
れ
た
御
用
品
は
約
二
か
月
後
の
十
月
に
完
成
し
た
。

十
月
九
日
付
の
品
川
公
使
か
ら
敬
三
へ
の
通
信
文
は
、注
文
品
は
調
製
及
び
廻
送
済
み
、

運
搬
費
も
含
め
た
勘
定
書
（
代
金
四
二
万
一
六
九
一
マ
ル
ク
七
五
ペ
ニ
ヒ
）
を
送
る
、

逆
為
替
を
組
ん
で
敬
三
宛
に
送
っ
た
、
等
と
伝
え
て
い
る
（「
注
文
」）。
既
述
の
よ
う

に
、
明
治
二
十
二
年
度
の
ゲ
ル
ソ
ン
商
会
へ
の
発
注
の
場
合
、
依
頼
か
ら
約
半
年
後
に

大
礼
服
が
完
成
し
た
と
み
ら
れ
る
の
で
、単
純
比
較
に
な
る
が
、か
な
り
の
速
成
で
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
注
文
品
の
完
成
を
受
け
、
ド
イ
ツ
・
ベ
ル
リ
ン
の
地
方
紙
「
テ
ル

ト
ウ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
新
聞
」
や
「
ベ
ル
リ
ナ
ー
・
タ
ー
ゲ
ブ
ラ
ッ
ト
」
が
日
本
の
皇

后
の
大
礼
服
や
宝
飾
品
の
発
注
と
そ
の
詳
細
を
伝
え（
（1
（

、
井
上
勝
之
助
夫
人
末
子
や
品
川

弥
二
郎
夫
人
静
子
に
よ
る
同
店
で
展
示
さ
れ
た
皇
后
の
大
礼
服
の
見
聞
が
志
保
子
の
書

翰
や
谷
干
城
の
日
記
に
記
さ
れ
た（
（1
（

。
志
保
子
が
「
皆英
人
ヲ
云々

申
事
ニ
独
乙
ヘ
衣
服
ヲ
誂
候
ト

ハ
珎
ラ
敷
事
ト
申
居
候
、
独
乙
ハ
衣
服
之
風
第
一
ニ
悪
敷
所
と
申
居
候
、
世
界
一
ハ
仏

国
、
次
ニ
英
国
ナ
リ
ト
申
候（
（1
（

」
と
敬
三
に
伝
え
た
の
も
こ
の
時
期
で
あ
る
。
大
礼
服
等

の
ド
レ
ス
や
宝
飾
品
の
詳
細
は
、
新
聞
報
道
な
が
ら
既
述
の
ド
イ
ツ
紙
に
記
さ
れ
て
い

る
が
、
先
の
品
川
の
十
月
九
日
付
通
信
文
に
は
勘
定
書
と
領
収
証
の
内
容
が
記
さ
れ
て

お
り
、
各
注
文
品
と
そ
の
金
額
が
判
明
す
る
点
で
大
変
興
味
深
い
。

　

先
ず
は
勘
定
書
の
内
容
を
確
認
し
よ
う
（「
注
文
」）。

　
　
　
　

勘
定
書

　
　

一
独
貨
三
十
四
万
二
千
麻
也

　
　
　
　

是
ハ
皇
后
宮
御
服
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ト
御
飾
□〔
品
〕調
製

　
　
　
　

代
価　

但
別
紙
第
一
号
ノ
領
収
証
之
通
リ

　
　
〔
上
部
付
箋
朱
書
「
十
二
月
三
日
払
済
／
第
一
」〕

　
　

一
独
貨
二
千
四
百
〇
三
麻
七
拾
五
布
也

　
　
　
　

是
ハ
右
□
飾
具
東
京
迄
□
□
□
海
上
保
険
料
（
八
分
ノ
五
割
）
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品目 箇数 備考 銀貨
（円・銭・厘）

独貨
（マルク・ペニヒ）

冠 1個 但し大金剛石1個、金剛石星9個、
大型金剛石9個付 47017 660 150000 0

胸飾金剛石 但し3条、留め飾共 56420 479 180000 0
胸飾金剛石 2個 3447 918 11000 0
腕輪〔金製〕 4個 313 447 1000 0
小計 107198 910 342000 0

１─２　ロイド社（10月9日までの発送分）
保険料 476 710 2403 750

１─３　マックス・エンゲル（10月9日までの発送分）

宮廷服〔Courrobe〕、扇、手布、コルセット、手袋
（付箋朱書）此内ニ大礼服アリ、金
剛石入金属等大礼服ニ属シタル飾
品アリ

20859 955 66000 0

税、運送費 1000 330 3165 0
空色服〔Blaues Costium〕、帽子、上着 410 878 1300 0
巤色服〔Blaues Costium〕、帽子、傘 284 454 900 0
足袋 4足 25 285 80 0

茶色服、上着、傘、帽 欧文には「Kiste Porto 運搬費」と
あり、「茶色服」等は誤記か 29 710 94 0

電信料 19 280 61 0
手袋 39 824 126 0
コルセット 15 803 50 0
上箱 3 793 12 0
小計 22689 310 71788 0
室町典侍分〔宮廷服（Courrobe）、コールセット、手袋、
靴下足袋〕 936 575 3000 0

高倉典侍分〔宮廷服（Courrobe）、コールセット、手袋、
靴下足袋〕 780 480 2500 0

小計 1717 550 5500 0

１─４　マックス・エンゲル（12月16日までの発送分）
昼服〔Yerg Mantel〕 302 644 1000 0
〔フリル〕 16メートル 14 527 48 0
襦袢〔シフォン〕 12枚 60 529 200 0
浴服〔股引〕 12枚 54 476 180 0
フラネル小服 4着 36 316 120 0
髪結節ノ上着 2着 33 291 110 0
バチスト手布 18枚 34 501 114 0
肉襦袢ヵ〔下袴〕 2枚 7 869 26 0
同 1枚 3 632 12 0
同 1枚 4 237 14 0
同 1枚 5 448 18 0
同 1枚 6 530 20 0
手袋 18掛 81 714 270 0
同 2掛 10 895 36 0

表１　皇后御用品内訳
１─１　レオンハルト＆フィーゲル（10月9日までの発送分）
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品目 箇数 備考 銀貨
（円・銭・厘）

独貨
（マルク・ペニヒ）

同 6掛 32 686 108 0
足袋 1足 4 842 16 0
空色服〔淡緑色服ヵ、□□□　Toillette〕 605 288 2000 0
足袋 1足 4 842 16 0
赤色服〔Wolfn Toillette〕 453 966 1500 0
足袋 1足 4 842 16 0
薄緑色服〔空色服ヵ、Hellblau Toillette〕 817 139 2700 0
足袋 1足 4 842 16 0
対客服〔Audienz Toillette〕 605 288 2000 0
足袋 1足 4 842 16 0
白服ヵ〔平常服、Griidtoillette〕 181 586 600 0
足袋 4 842 16 0
黄色服〔鶯茶平常服、Olive Haustoillette〕 302 644 1000 0
赤色晩餐服〔Rothe Dinestoillette〕 756 610 2500 0
足袋 4 842 16 0
巤色青服〔巤系緑色服、Grau grün toillette〕 605 288 2000 0
黒天鵞織服〔Schwarze sammettoilette〕 423 702 1400 0
夕用上服〔夜間上着、Abendmantel〕 332 908 1100 0
足袋 2足 9 685 32 0
税、郵送郵便費 180 430 594 900

小計 （付箋朱書）但内三拾麻過公使へ照
会 5996 860 19844 900

ブラシユ、ローテンスタイン 運搬委託費 295 330 977 700
通計 138644 175 442514 350

１─５　レオンハルト＆フィーゲル（明治20年3月11日までの発送分）
御用品ベルリンより横浜まで運賃及び手数料 2129 760
青木次官を経てベルリンへ御注文品17品代 13555 0

１─６　総額（明治19 ～ 20年の発送分）
合計 154328 935

註１　本表は、皇后宮職「明治十九年　外国へ御注文　御洋服并附属品書類　附往復書」（学習院大学史料館蔵）から作成した。
註２　表中の〔　〕は註１中の欧文領収証等に鑑みた筆者の補注、□は判読不能箇所である。
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ク
ラ
ン
ボ
色
の
ダ
マ
ス
ク
織
の
ボ
デ
ィ
ス
と
ト
レ
ー
ン
（
マ
ラ
ブ
ー
の
羽
で
縁
飾
り
）、

金
色
サ
テ
ン
の
ス
カ
ー
ト
か
ら
な
る
。
後
年
に
な
る
が
、
明
治
二
十
二
年
五
月
十
八
日

に
皇
后
に
謁
見
し
た
英
国
公
使
夫
人
メ
ア
リ
ー
・
フ
レ
イ
ザ
ー
が
、
五
、六
名
の
皇
后

付
女
官
が
「
淡
い
青
や
藤
色
や
ネ
ズ
ミ
色
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
繻
子
の
ド
レ
ス
」
を
着
用

し
た
姿
を
見
て
「
と
て
も
長
く
裾
を
ひ
く
も
の
で
、
今
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
着
ら
れ
な

く
な
っ
た
形
で
す
」
と
述
べ
、
同
年
十
一
月
に
参
内
し
た
時
に
も
、
高
倉
寿
子
が
「
い

つ
も
菫
色
か
藤
色
の
衣
装
」、
室
町
清
子
が
「
ふ
つ
う
、
淡
い
紫
を
帯
び
た
灰
色
の
繻

子
の
衣
服
」
を
着
用
し
、「
若
い
女
官
た
ち
〔
志
保
子
や
北
島
以
登
子
、
山
川
操
ら
〕

は
、
淡
い
青
や
ウ
グ
イ
ス
色
、
ピ
ン
ク
に
近
い
灰
色
な
ど
を
愛
用
」
す
る
、
と
伝
え
て

い
る（
（2
（

。
現
存
す
る
明
治
期
の
女
官
の
ド
レ
ス
に
も
共
通
す
る
が（
（2
（

、
そ
の
色
合
い
は
淡
い

青
や
紫
、
鶯
、
灰
色
等
の
淡
色
系
が
多
か
っ
た
よ
う
だ
。

　

さ
て
、
以
上
に
鑑
み
る
と
、
十
月
九
日
ま
で
の
発
送
品
は
、
翌
年
の
朝
拝
で
使
用
す

る
御
用
品
等
を
中
心
に
急
ぎ
制
作
さ
せ
、
廻
送
さ
せ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

後
、
十
一
月
に
マ
ッ
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
か
ら
昼
服
、
空
色
服
、
赤
色
服
、
薄
緑
色
服
、

対
客
服
、
白
色
平
常
服
、
黄
色
（
鶯
茶
）
平
常
服
、
巤
色
青
服
（
巤
系
緑
色
服
）、
黒

天
鵞
織
服
、
夕
用
上
服
（
夜
間
上
着
、
イ
ブ
ニ
ン
グ
コ
ー
ト
）
等
を
含
む
洋
装
品
（
総

額
一
万
九
八
四
四
マ
ル
ク
九
〇
ペ
ニ
ヒ
、
日
本
銀
貨
五
九
九
六
円
八
六
銭
）
の
納
品
が

あ
り
、
翌
二
十
年
三
月
に
は
レ
オ
ン
ハ
ル
ト
＆
フ
ィ
ー
ゲ
ル
制
作
の
「
青
木
次
官
ヲ
経

テ
伯
林
へ
御
注
文
品
十
七
品
」（
腕
輪
、
指
輪
等
）
が
発
送
さ
れ
た
（「
注
文
」）。
後
者

は
、
か
つ
て
送
金
さ
れ
た
仏
貨
五
万
フ
ラ
ン
か
ら
逆
為
替
を
組
ん
だ
（
明
治
二
十
年
三

月
十
一
日
付
駐
ド
イ
ツ
臨
時
代
理
公
使
小
松
原
英
太
郎
の
通
信
文
、「
注
文
」）
と
あ
る

の
で
、
最
初
に
青
木
夫
人
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
を
通
じ
て
発
注
さ
れ
た
十
九
年
七
月
十
九
日

付
通
信
文
の
「
皇
后
宮
御
手
許
御
用
物
品
」
に
相
当
す
る
も
の
と
わ
か
る
。
こ
れ
ら
後

送
の
洋
装
品
は
、
朝
拝
以
降
、
日
々
の
活
動
の
中
で
皇
后
が
使
用
す
る
も
の
が
中
心
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

以
上
の
内
容
を
総
括
す
る
。
明
治
十
九
年
七
月
十
九
日
、
青
木
周
蔵
外
務
次
官
の
妻

エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
を
通
じ
て
ド
イ
ツ
・
ベ
ル
リ
ン
に
宝
飾
品
（
腕
輪
や
指
輪
等
）
が
発
注

さ
れ
た
が
、
翌
年
の
朝
拝
で
着
用
す
る
大
礼
服
等
の
必
要
に
迫
ら
れ
、
同
三
十
日
に
再

び
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
に
依
頼
し
、
ド
イ
ツ
・
ベ
ル
リ
ン
の
裁
縫
店
マ
ッ
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル

り
、
同
時
期
に
は
為
替
券
で
の
支
払
が
す
で
に
済
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ま
だ
発
注
品
の
廻
送
は
続
く
が
、
こ
こ
で
十
月
九
日
ま
で
に
日
本
に
発
送
さ
れ
た
洋

装
品
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
表
１
は
、
明
治
十
九
年
の
ド
イ
ツ
へ
の
発
注
品
を
ま
と
め

た
も
の
で
、「
注
文
」
中
の
納
品
一
覧
を
基
に
、
欧
文
の
領
収
証
の
内
容
を
参
考
に
し

て
修
正
を
加
え
た
。
表
１
中
の
１
─
１
～
３
が
十
月
九
日
ま
で
の
発
送
品
で
あ
り
、
レ

オ
ン
ハ
ル
ト
＆
フ
ィ
ー
ゲ
ル
が
宝
冠
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
ネ
ッ
ク
レ
ス
（
三
条
）、
同

ネ
ッ
ク
レ
ス
二
本
、
腕
輪
四
個
、
マ
ッ
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
が
大
礼
服
、
空
色
服
、
巤
色

服
の
三
着
の
ド
レ
ス
及
び
洋
装
品
等
を
納
品
し
た
こ
と
が
わ
か
る
（
茶
色
服
は
「
運
搬

費
」
の
誤
記
か
〈
後
述
〉）。
宝
冠
と
三
条
の
ネ
ッ
ク
レ
ス
は
、
昭
憲
皇
太
后
の
洋
装
の

御
真
影
で
装
着
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
宝
冠
は
星
形
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
九
個
が
取
り
外

し
可
能
、
ネ
ッ
ク
レ
ス
も
各
条
が
小
さ
な
ネ
ッ
ク
レ
ス
と
し
て
使
用
可
能
な
も
の
で
あ

る
（
両
者
は
代
々
「
由
緒
物
」
と
し
て
皇
室
で
受
け
継
が
れ
て
い
る（
（1
（

）。「
ベ
ル
リ
ナ
ー
・

タ
ー
ゲ
ブ
ラ
ッ
ト
」
十
月
二
十
日
付
に
よ
れ
ば（
（1
（

、
大
礼
服
は
四
メ
ー
ト
ル
以
上
の
赤
紫

色
の
ベ
ル
ベ
ッ
ト
に
ロ
シ
ア
産
セ
ー
ブ
ル
毛
皮
が
縁
取
ら
れ
た
ト
レ
ー
ン
、
同
じ
く
赤

紫
色
の
ベ
ル
ベ
ッ
ト
の
ボ
デ
ィ
ス
、
ダ
ッ
チ
ェ
ス
サ
テ
ン
の
ス
カ
ー
ト
か
ら
な
る
。

　

同
紙
の
報
道
に
従
え
ば
、残
り
の
ド
レ
ス
は
「
皇
后
の
従
姉
妹
で
あ
る
三
人
の
王
女
」

の
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
翌
年
の
朝
拝
で
洋
装
大
礼
服
を
着
用
し
た
皇
族
妃
は
有

栖
川
宮
熾
仁
親
王
妃
菫
子
と
同
宮
威
仁
親
王
妃
慰
子
の
二
人
で
あ
る（
（2
（

。
ま
た
茶
色
服
は

九
四
マ
ル
ク
と
安
価
に
過
ぎ
、
欧
文
領
収
証
の
九
四
マ
ル
ク
の
欄
に
「K

iste Porto 

運
搬
費
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
誤
記
と
考
え
ら
れ
る
。
残
り
の
空
色
服
と
巤
色
服
に
関
し

て
も
、「Courrobe　

宮
廷
服
」
と
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
金
額
（
一
三
〇
〇
マ
ル
ク

と
九
〇
〇
マ
ル
ク
）
も
後
送
の
ド
レ
ス
（
平
常
服
）
と
ほ
ぼ
同
額
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

恐
ら
く
皇
后
の
平
常
服
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
同
紙
報
道
中
の
「
皇
后

の
従
姉
妹
で
あ
る
三
人
の
王
女
」
の
「
麦
わ
ら
色
の
フ
ァ
イ
ユ
地
」、「
淡
い
水
色
の
重

厚
な
ベ
ン
ガ
リ
ン
」、「
淡
い
ピ
ン
ク
の
ダ
ッ
チ
ェ
ス
サ
テ
ン
」
か
ら
な
る
三
着
の
大
礼

服
は
、
別
会
計
の
発
注
品
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
「
二
人
の
女
官
」
の
大
礼
服
は
、「
切
れ
長
の
眼
を
し
た
女
官
」（
高
倉
寿
子
か
）

が
紫
色
の
ブ
ロ
ケ
ー
ド
で
織
り
出
さ
れ
た
ボ
デ
ィ
ス
と
ト
レ
ー
ン
、
同
じ
く
紫
色
の

ダ
ッ
チ
ェ
ス
・
サ
テ
ン
の
ス
カ
ー
ト
、
も
う
一
人
の
女
官
（
室
町
清
子
か
）
が
赤
い
サ

6



志
保
子
書
翰
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
情
報
も
含
ま
れ
て
お
り
、
御
用
品
購
入
を
考
察
す

る
上
で
の
好
史
料
と
な
っ
て
い
る
。
当
然
な
が
ら
、
そ
の
記
述
に
は
、
実
際
に
御
用
品

の
選
定
に
あ
た
っ
て
い
た
妻
八
重
野
の
見
解
が
多
分
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
考
慮
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

先
ず
は
、
明
治
十
九
年
十
一
月
二
十
一
日
に
イ
ギ
リ
ス
・
ロ
ン
ド
ン
に
到
着
し
、
英

国
皇
太
子
へ
の
菊
花
大
綬
章
奉
呈
式
を
無
事
に
終
え
、
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
へ
出
発
す
る

前
日
に
敬
三
に
出
し
た
書
翰
か
ら
見
て
い
こ
う
。

史
料
二
─
一　

明
治
十
九
年
十
二
月
十
三
日
付
、
香
川
敬
三
宛
三
宮
義
胤
（
在
ロ
ン
ド

ン
）
書
翰
（「
香
川
家
史
料
」
一
一
〇
九
八
）

　
　

�

拝
啓　

陳
ハ
此
度
英
大
子
へ
菊
花
大
綬
章
御
渡
シ
ニ
相
成
、
愈
々
好
都
合
ニ
相
運

大
慶
此
事
ニ
御
座
候
、
陳
御
令
嬢
御
事
、
宮
殿
下
御
随
行
之
事
ニ
相
極
リ
、
明
日

御
一
同
当
地
出
立
仏
国
へ
罷
越
候
間
、
御
安
心
被
下
度
候
、
当
地
之
公
使
館
ハ
奇

妙
ナ
人
達
ニ
而
御
令
嬢
も
御
困
難
事
多
カ
リ
シ
由
（
是
ハ
御
同
之
）、
陳
又
御
内

儀
用
之
飾
物
、
御
意
配
ノ
通
リ
買
求
メ
、
当
地Berriek

商
（
横
浜
ニ
居
ル
ベ
リ

ツ
キ
ノ
兄
弟
也
）
ノ
手
ニ
而
貴
官
宛
御
届
可
致
候
間
、
左
様
御
承
知
被
下
度
候
、

右
之
内
ハ
皇
后
宮
用
御
髪
飾（
是
ハ
日
本
ヨ
リ
金
剛
石
ヲ
持
参
製
造
）、女
官
飾
物
、

鷹
司
〔
順
子
、煕
通
〕
夫
人
用
飾
物
、三
条
〔
治
子
、実
美
〕
夫
人
飾
物
、山
県
〔
友

子
、
有
朋
〕
伯
夫
人
飾
物
并
ニ
聖
上
御
用
之
御
釦
（
獣
類
水
晶
細
工
）
三
組
ニ
候

間
此
段
申
上
置
候
、
聖
上
之
分
ハ
侍
従
職
へ
御
渡
し
被
下
度
候
、
右
買
入
直
段
書

付
等
（
鷹
司
、
三
条
、
山
県
、
聖
上
ノ
分
除
ク
）
并
保
険
船
積
証
書
等
ハ
「
ベ
リ

ツ
キ
」
商
よ
り
不
日
貴
官
宛
ニ
而
差
上
候
間
、
横
浜
ニ
而
無
検
査
通
行
外
事
課
へ

御
下
候
故
御
落
手
被
下
度
候
、
船
貨
は
御
地
ニ
而
御
払
被
下
候
事
ニ
可
相
成
、
何

も
取
急
キ
此
段
申
上
候
、
早
々
拝
具

　
　
　

十
二
月
十
三
日　
　
　

龍
動　

義
胤

　
　
　
　

香
川
様�

（
傍
線
筆
者
、
以
下
同
）

　

志
保
子
が
小
松
宮
夫
妻
に
随
行
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、
一
同
で
パ
リ
に
出
発
す
る
の

で
ご
安
心
を
、
イ
ギ
リ
ス
の
日
本
公
使
館
に
は
「
奇
妙
ナ
人
達
」
が
多
く
志
保
子
も
困

と
帝
室
御
用
の
金
工
師
レ
オ
ン
ハ
ル
ト
＆
フ
ィ
ー
ゲ
ル
商
店
に
皇
后
と
女
官
（
室
町
清

子
と
高
倉
寿
子
）
の
大
礼
服
や
宝
飾
品
等
が
発
注
さ
れ
た
。
そ
の
発
注
品
は
、
先
ず
朝

拝
で
使
用
す
る
大
礼
服
及
び
洋
装
品
等
が
十
月
九
日
ま
で
に
急
ぎ
発
送
さ
れ
、
続
い
て

朝
拝
以
外
の
場
面
で
の
使
用
が
想
定
さ
れ
る
も
の
と
し
て
十
一
月
頃
に
ド
レ
ス
や
洋
装

品
、
翌
年
三
月
頃
に
宝
飾
品
が
完
成
し
、
日
本
に
発
送
さ
れ
た
。
そ
の
総
額
は
、
運
送

費
や
保
険
料
等
を
含
め
て
一
五
万
四
三
二
八
円
九
三
銭
五
厘
（
現
在
の
七
億
円
以
上
）

に
及
ぶ
。
そ
の
金
額
の
大
き
さ
や
ベ
ル
リ
ン
で
の
現
地
報
道
（
ド
イ
ツ
の
産
業
界
へ
の

好
影
響
、
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
と
イ
ギ
リ
ス
・
ロ
ン
ド
ン
へ
の
対
抗
意
識
等
）、
志
保
子

が
伝
え
た
「
な
ぜ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
先
進
地
パ
リ
で
は
な
く
ベ
ル
リ
ン
へ
発
注
す
る
の

か
」
と
い
う
欧
州
で
の
反
応
に
鑑
み
る
と
、
日
本
の
皇
后
初
と
な
る
大
礼
服
等
の
発
注

は
、
服
飾
技
術
や
流
行
等
の
要
素
よ
り
も
、
明
治
政
府
が
近
代
化
の
モ
デ
ル
と
し
て
き

た
ド
イ
ツ
と
の
国
際
関
係
を
重
ん
じ
た
国
策
決
定
で
あ
り
、
そ
の
際
、
政
府
関
係
者
が

有
す
る
ド
イ
ツ
と
の
パ
イ
プ
が
有
効
利
用
さ
れ
た
、と
い
う
背
景
が
見
え
て
く
る
。「
近

代
化
さ
れ
た
日
本
の
皇
后
像
の
発
信
」
と
い
う
点
か
ら
考
え
て
も
、
そ
の
近
代
化
が
ド

イ
ツ
と
の
深
い
関
係
の
も
と
に
実
現
し
た
、
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
時
の
政
府
要
人

に
と
っ
て
深
く
首
肯
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

二
　
欧
州
で
の
洋
装
品
購
入
─
三
宮
義
胤
書
翰
か
ら
─

　

ド
イ
ツ
・
ベ
ル
リ
ン
に
皇
后
の
大
礼
服
等
が
発
注
さ
れ
た
の
と
同
時
期
、
明
治
十
九

～
二
十
年
に
は
欧
州
で
皇
后
の
ド
レ
ス
や
洋
装
品
の
現
地
購
入
が
行
わ
れ
て
い
た
。
明

治
十
九
年
十
月
渡
航
の
小
松
宮
彰
仁
親
王
夫
妻
に
随
行
し
た
同
宮
別
当
三
宮
義
胤
と
そ

の
妻
八
重
野
（
イ
ギ
リ
ス
人
ア
リ
シ
ア
）
に
委
託
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
等
で
皇
后

御
用
品
が
購
入
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
、
八
重
野
と
共
に
購
入
に
あ
た
っ
た

の
が
香
川
志
保
子
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
偏
重
に
な
り
す
ぎ
な
い
、
宮
内
省
関
係
者
の
バ
ラ

ン
ス
感
覚
を
示
す
も
の
と
し
て
、
そ
の
動
向
を
志
保
子
の
書
翰
等
か
ら
論
じ
た
こ
と
が

あ
る（
（2
（

。
そ
れ
に
対
し
、
本
章
で
は
在
欧
の
三
宮
義
胤
か
ら
敬
三
へ
宛
て
た
書
翰
を
も
と

に
、同
時
期
に
お
け
る
欧
州
で
の
御
用
品
購
入
の
様
相
を
確
認
す
る
。
三
宮
書
翰
に
は
、
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�〔
二
白
〕
観
菊
御
宴
も
好
都
合
ニ
相
済
候
旨
、奏
任
官
も
出
所
、咤
々
御
取
込
候
事
、

□
□
後
も
卅
日
英
公
使
プ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
夫
人
よ
り
書
状
到
来
、
皇
后
宮
之
其
西
洋

□
□
ヲ
御
召
少
ク
若
ク
御
見
受
申
上
候
抔
申
越
候

　
　

�〔
三
白
〕
此
程
葉
月
よ
り
独
逸
へ
御
配
ニ
相
成
候
御
服
上
等
之
分
ハ
当
府
ニ
而
出

来
候
旨
公
館
ノ
者
申
居
候
、
当
地
ノ
女
服
ハ
立
派
ノ
事
ニ
候

　

皇
后
御
用
品
等
は
十
二
月
十
五
日
ロ
ン
ド
ン
発
で
送
っ
た
、
し
か
し
三
宮
ら
は
同
日

に
パ
リ
で
皇
后
の
ド
レ
ス
や
手
袋
、
女
官
の
洋
装
品
等
を
購
入
し
た
た
め
資
金
が
大
い

に
足
り
な
い
、
三
千
円
ば
か
り
送
っ
て
ほ
し
い
、
と
敬
三
に
懇
願
し
て
い
る
。
二
白
で

は
、
観
菊
会
で
の
皇
后
の
ド
レ
ス
姿
が
若
々
し
か
っ
た
と
イ
ギ
リ
ス
公
使
ブ
ラ
ン
ケ
ッ

ト
夫
人
か
ら
好
評
を
得
て
い
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
記
述
も
、
欧
州
人
か
ら

見
た
皇
后
の
ド
レ
ス
姿
の
評
と
し
て
興
味
深
い
。
三
白
で
は
、
こ
の
程
ド
イ
ツ
へ
依
頼

し
た
「
御
服
上
等
之
分
」
は
当
府
、つ
ま
り
パ
リ
で
完
成
し
た
と
公
使
館
員
（
原
敬
か
）

が
申
し
て
い
た
、
パ
リ
の
ド
レ
ス
は
立
派
だ
、
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
「
御
服
上
等
之

分
」
が
具
体
的
に
何
を
指
す
の
か
は
不
明
だ
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
当
時
ド
イ
ツ
の

仕
立
屋
に
発
注
し
た
皇
后
等
の
ド
レ
ス
の
制
作
地
が
実
は
パ
リ
だ
っ
た
と
い
う
可
能
性

が
あ
っ
た
こ
と
を
、
三
宮
の
文
言
は
示
し
て
い
る
。

　

次
の
書
翰
は
、
同
じ
く
パ
リ
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
。
前
段
で
、
志
保
子
は
小
松
宮
に

御
供
し
て
十
二
月
四
日
に
パ
リ
に
到
着
し
た
、
小
松
宮
の
欧
州
巡
遊
に
随
行
す
る
覚
悟

で
あ
り
誠
に
好
都
合
で
あ
る
、
今
回
の
よ
う
な
機
会
で
な
け
れ
ば
欧
州
大
陸
の
巡
遊
は

難
し
い
、
当
地
で
「
宮
中
女
官
之
名
刺
」
を
製
造
し
た
、（
帰
国
後
は
）
な
る
べ
く
宮

中
に
迎
え
る
つ
も
り
な
の
で
ご
安
心
を
、
と
志
保
子
の
近
況
と
今
後
に
つ
い
て
伝
え
た

後
、
以
下
の
よ
う
に
続
け
て
い
る
。

史
料
二
─
三　

明
治
二
十
年
一
月
五
日
付
、
香
川
敬
三
宛
三
宮
義
胤
（
在
パ
リ
）
書
翰

（「
香
川
家
史
料
」
一
一
〇
九
七
）

　
　

�

本
年
朝
拝
之
節
ハ　

皇
后
宮
ニ
モ
西
洋
風
大
礼
服
御
召
被
為
遊
候
御
事
ト
奉
存

候
、
是
ハ
唐
ノ
服
制
御
模
範
以
来
之
御
更
改
ニ
付
、
内
外
人
之
眼
ヲ
驚
カ
シ
候
ナ

ラ
ン
、
女
官
・
御
息
所
・
大
丞
方
之
夫
人
モ
皆
々
ツ
レ
ヱ
ン
ニ
而
拝
賀
御
成
候
事

難
が
多
い
と
近
況
を
伝
え
つ
つ（
（2
（

、（
ロ
ン
ド
ン
で
）
敬
三
妻
須
磨
子
の
飾
物
を
購
入
し
、

ベ
リ
ッ
ク
・
ブ
ラ
ザ
ー
商
会（
（2
（

を
通
じ
て
日
本
へ
送
っ
た
、
そ
の
荷
物
の
中
に
は
皇
后
の

髪
飾
り
、
女
官
や
鷹
司
・
三
条
・
山
県
各
夫
人
の
飾
物
、
明
治
天
皇
の
ボ
タ
ン
（
水
晶

細
工
）
も
含
ま
れ
て
お
り
、
天
皇
分
は
侍
従
職
へ
渡
す
よ
う
に
、
ま
た
購
入
代
金
の
書

付
と
保
険
証
は
ベ
リ
ッ
ク
か
ら
敬
三
へ
近
日
中
に
送
ら
れ
る
は
ず
だ
、と
述
べ
て
い
る
。

ま
た
皇
后
の
髪
飾
り
は
、
日
本
か
ら
持
参
し
た
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
で
調
製
し
た
と
あ
り
、

後
年
の
大
礼
服
同
様
、
素
材
を
欧
州
に
持
ち
込
ん
で
制
作
す
る
ス
タ
イ
ル
が
同
年
の
宝

飾
品
購
入
で
採
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
三
宮
は
、
別
の
書
翰
（
十
一
月
二
十
六

日
付
、「
香
川
家
史
料
」
一
一
〇
九
一
）
で
、
羅
紗
地
の
買
い
付
け
は
多
忙
で
未
だ
行
っ

て
い
な
い
と
も
述
べ
て
お
り
、
す
で
に
ロ
ン
ド
ン
で
天
皇
皇
后
の
御
用
品
、
女
官
や
華

族
婦
人
ら
の
洋
装
品
の
買
い
付
け
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
同
時
期
の
志
保
子

の
敬
三
宛
書
翰
に
は
、
八
重
野
が
青
木
周
蔵
妻
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
や
伊
藤
博
文
妻
梅
子
が

皇
后
や
女
官
の
洋
装
の
世
話
を
す
る
こ
と
に
「
悪
口
」
や
「
や
き
も
ち
」
を
焼
い
て
い

た
と
あ
る
の
で（
（2
（

、
イ
ギ
リ
ス
で
の
洋
装
品
購
入
に
は
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
や
梅
子
へ
の
八
重

野
の
対
抗
心
と
い
う
要
素
が
作
用
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

次
は
、
パ
リ
到
着
翌
日
の
書
翰
で
あ
る
。

史
料
二
─
二　

明
治
十
九
年
十
二
月
十
五
日
付
、
香
川
敬
三
宛
三
宮
義
胤
（
在
パ
リ
）

書
翰
（「
香
川
家
史
料
」
一
一
〇
八
九
）

　
　

一�

女
官
ヲ
始
メ
其
他
之
飾
物
送
リ
方
之
事
ハ
過
便
一
寸
申
上
候
処
、
船
積
証
書
并

保
険
証
書
抔
手
許
へ
「
ベ
リ
ツ
キ
」
商
よ
り
相
廻
シ
候
間
、
此
度
御
廻
シ
申
上

候
、
品
物
ハ
去
ル
十
五
日
龍
動
発
貴
官
之
宛
ニ
而
差
出
候
様
申
来
候
間
、
御
受

取
ノ
上
御
収
査
有
之
度
候
、
飾
物
籠
ノ
中
ニ
一
々
直
段
付
入
有
候
間
、
御
承
知

迄
ニ
申
上
候
、
山
縣
・
三
条
・
鷹
司
三
夫
人
之
分
御
座
候
間
、
御
届
方
奉
願
候

　
　

一�

当
府
ニ
而　

皇
后
宮
御
召
并
御
手
袋
、
其
他
女
官
之
用
品
買
上
代
金
大
ニ
足
リ

苦
シ
ク
相
成
候
間
、
今
弐
三
千
円
斗
御
廻
付
被
下
度
奉
願
候
、
可
相
成
ハ
急
ニ

願
度
奉
願
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

巴
里
府　

義
胤

　
　
　

香
川
様　
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に
仕
立
屋
に
行
き
、
小
松
宮
彰
仁
親
王
妃
頼
子
の
ド
レ
ス
発
注
に
同
行
し
て
洋
服
地
と

帽
子
を
拝
見
し
た（
（2
（

、
頼
子
妃
の
大
礼
服
は
英
貨
で
六
百
ポ
ン
ド
、
装
飾
品
は
千
ポ
ン
ド

以
上
で
購
入
、「
何
と
マ
ー
強
気
」
な
事
か（
（2
（

、
と
あ
り
、
十
五
日
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に

志
保
子
も
同
行
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
別
の
書
翰
に
、
八
重
野
に
依
頼
し
た

皇
后
の
御
服
と
洋
装
品
を
目
録
化
し
て
発
送
し
た
、
御
服
は
イ
ギ
リ
ス
皇
太
子
妃
御
用

達
の
仕
立
屋
「
マ
ダ
ム
フ
ロ
マ
ン
と
申
す
者
」
に
発
注
し
、
洋
装
品
（
帽
子
や
銀
色
の

靴
等
）
も
「
皇
后
宮
御
用
品
目
録
書
」
と
共
に
送
っ
た（
（2
（

、
八
重
野
が
申
す
に
は
、
も
し

今
回
お
送
り
し
た
皇
后
の
ド
レ
ス
が
御
意
に
叶
い
、更
に
御
用
を
申
し
付
け
ら
れ
た
ら
、

今
度
は
別
の
「
英
ノ
プ
リ
ン
セ
ス
御
用
之
仕
立
屋
」
に
発
注
し
よ
う
と
思
う
、
仕
立
の

技
術
も
高
く
、小
松
宮
妃
頼
子
の
ボ
ー
ル
ド
レ
ス
（
舞
踏
服
）
を
仕
立
て
た
店
で
あ
り
、

そ
れ
は
実
に
見
事
な
仕
上
が
り
だ
っ
た（
（3
（

、
と
あ
り
、
史
料
二
─
三
の
内
容
と
一
致
す
る
。

つ
ま
り
、
ロ
ン
ド
ン
に
続
い
て
パ
リ
で
御
服
と
洋
装
品
を
購
入
し
、
ロ
ン
ド
ン
購
入
品

は
十
二
月
十
五
日
、
パ
リ
購
入
品
は
同
二
十
八
日
頃
に
日
本
へ
発
送
し
た
、
と
い
う
流

れ
が
見
え
て
く
る（
（3
（

。

　

さ
て
、
一
月
九
日
に
パ
リ
を
出
発
し
た
後
、
し
ば
ら
く
該
当
記
事
は
見
え
な
い
が
、

ロ
シ
ア
を
経
て
ベ
ル
リ
ン
に
戻
っ
た
後
の
五
月
十
五
日
に
、
三
宮
は
敬
三
に
御
用
品
購

入
に
つ
い
て
相
談
す
る
内
容
の
書
翰
を
送
っ
て
い
る
。
朝
拝
で
の
皇
后
の
大
礼
服
に
関

す
る
記
述
の
み
え
る
三
月
二
十
六
日
付
の
書
翰
と
共
に
以
下
に
掲
げ
よ
う
。

史
料
二
─
四　

明
治
二
十
年
三
月
二
十
六
日
付
、
香
川
敬
三
宛
三
宮
義
胤
（
在
オ
ラ
ン

ダ
・
ハ
ー
グ
）
書
翰
（「
香
川
家
史
料
」
一
一
〇
九
六
）

　
　

�

例
之
金
子
御
送
リ
出
方
ニ
付
御
答
畏
入
候
、
不
叶
時
ハ
逆
為
替
差
上
候
間
、
宜
奉

願
候
、
何
レ
千
五
百
円
斗
ハ
為
替
取
組
申
候
よ
り
外
無
之
ト
相
考
候
、
龍
勤
公
使

挙
動
云
々
ハ
、
已
ニ
同
国
領
事
岡
田
又
其
他
ヨ
リ
外
務
大
丞
之
向
ニ
申
運
候
趣
ニ

御
座
候
故
、
宮
内
大
丞
ノ
耳
ニ
入
可
申
と
存
候
、　

　
　

�

皇
后
陛
下
御
大
礼
服
モ
一
日
ノ
御
間
ニ
合
候
旨
、
重
畳
之
御
手
紙
ニ
御
神
配
候
御

義
と
遠
察
仕
候
（
中
略
）

　
　

二
白　

御
令
嬢
よ
り
定
而
御
承
知
も
可
有
之
、
小
松
宮
御
旅
行
先
独
墺
伊
国
等
至

　
　

�

而
好
都
合
ニ
被
引
受
、
誠
ニ
「
難
有
迷
惑
」
ト
云
ハ
入
費
ノ
一
点
ナ
リ
、
交
際
上

ト
奉
存
候
、
嘸
々
御
多
忙
不
堪
拝
察
候
、
只
々
遺
憾
ナ
ル
ハ
此
盛
事
ヲ
拝
観
不
致

ノ
ミ
也

　
　

�

当
地
ニ
而
仕
立
為
致
候
皇
后
宮
ノ
御
服
ハFrom

ant

と
申
有
名
ナ
ル
「
プ
リ
ン
セ

ス　

オ
フ　

ウ
ヱ
ル
ス
」
ノ
仕
立
ヤ
ナ
リ
、
十
分
ニ
気
付
ハ
仕
候
得
共
、
何
分
一

ノ
形
ヲ
以
テ
仕
立
候
迄
ノ
事
故
、
御
身
ニ
合
候
哉
ト
、
只
是
ノ
ミ
神
配
ニ
不
堪
、

随
分
此
仕
立
ヤ
ハ
高
直
ノ
有
名
ナ
ル
モ
ノ
也
、
是
ニ
反
シ
兼
テ
白
耳
公
使
ノ
世
話

ニ
而
小
松
宮
御
息
所
ノ
服
仕
立
候
家
ハ
前
ノ
分
ヨ
リ
ハ
一
層
大
キ
ク
、
品
物
モ
余

程
宜
敷
、
直
段
モ
格
全
ニ
候
、
是
レ
モ
墺
国
皇
后
ノ
衣
服
、
独
逸
ノ
皇
族
揃
仕
立

ヤ
ナ
リ
、
各
国
ト
モ
皇
后
ハ
元
ヨ
リ
王
族
等
ハ
総
テ
巴
府
ニ
テ
服
ハ
コ
シ
ラ
ヘ
ル

也
、
英
ノ
如
キ
モ
太
子
ノ
妃
ハ
巴
利
ニ
テ
制
作
ス
ル
也
、
仕
立
ノ
上
手
ハ
迚
モ
他

国
ノ
及
フ
ベ
キ
ニ
非
ス

　
　

�

皇
后
宮
ノ
御
服
其
他
、
御
手
袋
・
御
傘
・
御
袋
足
等
、
又
女
官
ノ
買
物
ハ
総
テ
貴

官
宛
ニ
テ
差
出
候
間
、
其
内
到
着
可
致
候
、
先
便
申
上
候
金
子
三
千
円
ハ
何
卒
至

急
御
送
被
下
度
、
自
然
遅
ク
相
成
不
止
得
節
ハ
、
為
替
取
組
候
積
リ
ニ
候
間
、
左

様
御
承
知
被
下
度
候

　

朝
拝
で
着
用
し
た
皇
后
の
洋
装
大
礼
服
は
内
外
人
を
驚
か
せ
た
こ
と
で
し
ょ
う
、
こ

れ
は
唐
の
服
制
に
倣
っ
た
古
代
以
来
の
大
改
革
で
あ
り
、
そ
の
盛
事
を
目
撃
で
き
な

か
っ
た
こ
と
は
遺
憾
だ
、
と
述
べ
て
お
り
、
皇
后
の
洋
装
化
に
関
し
て
当
時
の
政
府
官

僚
が
「
内
外
人
」
の
視
線
を
強
く
意
識
し
て
い
た
こ
と
を
改
め
て
確
認
で
き
る
。
次
段

以
降
に
は
、
当
地
で
の
皇
后
御
服
はFrom

ant

（
マ
ダ
ム
・
フ
ロ
マ
ン
）
で
仕
立
て
た
、

イ
ギ
リ
ス
皇
太
子
妃
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ラ
御
用
達
の
同
店
は
大
変
高
額
で
有
名
、
一
つ
の

型
で
仕
立
て
た
の
で
皇
后
の
御
身
に
合
う
か
ど
う
か
が
心
配
だ
、
一
方
で
ベ
ル
ギ
ー
公

使
〔
ダ
ヌ
タ
ン
か
〕
が
紹
介
し
て
く
れ
た
仕
立
屋
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
や
ド
イ
ツ
の
皇
族

の
御
用
達
で
値
段
も
品
質
も
よ
い
、
欧
州
の
皇
族
は
皆
パ
リ
で
ド
レ
ス
を
調
製
す
る
、

そ
れ
は
仕
立
て
の
技
術
が
他
国
で
は
全
く
及
ば
な
い
か
ら
だ
、
皇
后
の
御
服
と
洋
装
品

（
手
袋
・
傘
・
足
袋
等
）
は
敬
三
宛
に
送
っ
た
、
先
便
で
依
頼
し
た
三
千
円
は
急
ぎ
送

ら
れ
た
し
、
と
い
っ
た
内
容
が
書
か
れ
て
い
る
。

　

同
時
期
の
志
保
子
の
敬
三
宛
書
翰
で
も
、
十
二
月
十
五
日
午
後
に
三
宮
八
重
野
と
共
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千
円　

─
御
令
嬢
ノ
小
遣

　
　
　
　

外
ニ
千
五
百
円　

是
ハ
一
条
家
夫
人
飾
物
追
増
金

　
　
　

合
而
七
千
五
百
円

　
　

�

右
之
内
、
女・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

官
飾
物
代
云
々
ハ
更
ニ
御
求
メ
候
訳
ヤ
否
至
急
御
答
奉
願
候
、
最
早

小
生
出
立
前
ニ
御
託
ヲ
受
候
分
丈
ケ
ハ
過
日
到
着
、御
答
も
被
下
候
事
ニ
御
座
候
、

右
之
金
子
之
内
余
計
候
ハ
ヽ
、
御
令
嬢
ナ
リ
奥
様
ナ
リ
ヘ
ノ
飾
金
剛
石
星
相
求
ヘ

キ
旨
敬
承
候
、
必
ス
相
当
之
品
御
令
嬢
ト
御
相
談
ノ
上
購
求
可
仕
候
、
又
一
条
家

夫
人
ノ
分
モ
必
ス
相
当
之
品
相
求
メ
可
申
候
、
十
月
初
旬
ニ
は
欧
州
出
立
之
見
込

故
、
夫
迄
ニ
ハ
御
答
相
届
可
申
ト
奉
存
候
、
何
ナ
リ
御
用
向
被
仰
付
度
候
、
将
又

自
然
御
送
附
ノ
金
額
余
り
候
時
ハ
如
何
可
致
ヤ　

皇
后
宮
ノ
御
品
物
共
相
求
メ
可

申
哉
、多
分
弐
千
円
位
ハ
余
リ
可
申
哉
ト
存
候
、何
モ
随
分
節
倹
相
加
へ
居
候
、「
パ

リ
ス
」
ニ
而
今
一
揃
皇
后
宮
ノ
御
服
御
申
付
相
成
候
而
は
如
何
、
乍
去
最
早
十
分

御
用
意
相
成
居
候
事
と
奉
存
候
得
ハ
日
本
ノ
服
ト
異
リ
時
々
ハ
ヤ
リ
変
り
候
故
、

或
ハ
御
飾
リ
具
共
之
方
可
然
哉
ト
モ
奉
存
候
、
何
モ
至
急
御
指
令
奉
願
候
、
右
金

子
ノ
余
候
ト
申
ハ
別
ニ
モ
れ
ス
、
小
生
よ
り
請
求
仕
候
三
千
円
之
内
千
五
百
円
斗

は
御
令
嬢
之
旅
費
御
小
遣
ニ
予
算
録
有
之
訳
之
処
、
此
度
千
円
御
小
遣
御
送
リ
相

成
候
故
斯
申
上
候
事
に
御
座
候
、
併
シ
実
際
幾
分
相
余
候
哉
不
相
分
候
間
御
含
置

被
下
度
候
、
女
官
之
「
コ
セ
ツ
ト
」
腹
巻
ハ
不
日
送
リ
出
し
可
申
候
、
荊
妻
〔
八

重
野
〕
伯
林
ニ
而
申
付
居
候�

（
傍
点
は
原
文
マ
マ
）

　

敬
三
は
女
官
と
一
条
夫
人
の
飾
物
購
入
、
志
保
子
へ
の
小
遣
い
と
合
わ
せ
て
六
千
円

の
送
金
を
し
た
よ
う
だ
。
同
時
に
、
一
条
夫
人
の
追
加
購
入
費
と
し
て
千
五
百
円
が
送

金
さ
れ
る
こ
と
を
伝
え
た
が
、
三
宮
は
そ
れ
を
未
だ
承
知
し
て
い
な
い
、
と
答
え
て
い

る
。
ま
た
、
残
余
金
が
出
た
ら
須
磨
子
か
志
保
子
へ
星
形
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
を
購
入
す
る

よ
う
に
、
と
も
指
示
し
て
お
り
、
香
川
家
で
も
三
宮
の
洋
行
と
い
う
機
を
と
ら
え
て
洋

装
品
を
揃
え
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る（
（3
（

。
更
に
、
当
初
三
宮
が
請
求
し
た
三
千

円
に
志
保
子
へ
の
小
遣
い
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
残
余
金
で
皇
后
の
ド
レ
ス
一

式
を
パ
リ
で
仕
立
て
て
は
ど
う
か
、
和
服
と
異
な
り
流
行
と
い
う
も
の
が
あ
る
の
で
、

或
い
は
装
飾
品
を
購
入
し
て
も
よ
い
か
、
と
提
言
し
て
い
る
。

ノ
御
都
合
ニ
而
匿
是
微
行
ト
申
訳
ニ
モ
難
有
、
ケ
チ
ナ
こ
と
モ
セ
ン
ト
ス
レ
ハ
在

留
ノ
我
公
使
ハ
更
ニ
不
評
、
時
々
進
退
相
極
リ
夫
是
入
費
相
嵩
之
、
近
日
ノ
内
為

替
取
組
差
送
り
し
筈
ニ
御
座
候
、
此
度
桜
井
氏
へ
乍
迷
惑
委
細
頼
遣
シ
候
、
同
氏

も
嘸
々
困
却
之
事
ト
奉
存
候
得
共
、
何
分
一
時
之
処
ハ
三
井
銀
行
等
よ
り
借
受
候

様
御
申
談
願
度
、
我
帰
朝
之
上
ハ
如
何
様
ニ
も
所
分
相
付
可
申
、
何
も
宜
奉
願
候
、

尤
モ
今
日
ア
ル
こ
と
ハ
出
発
前
ヨ
リ
之
覚
悟
、
敢
而
驚
愕
ハ
致
シ
不
申
候
得
共
、

帰
国
ノ
上
、
金
ノ
出
之
処
ノ
ミ
自
唯
金
ノ
神
配
仕
居
候

　
　

動
龍
府
よ
り
送
リ
出
候
品
物
は
追
々
御
落
手
之
事
ト
奉
存
候

　

三
月
二
十
六
日
、
小
松
宮
夫
妻
は
ロ
シ
ア
・
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
を
訪
れ
て
い

る
が
、
三
宮
は
別
行
動
で
オ
ラ
ン
ダ
・
ハ
ー
グ
に
い
た
。
本
書
翰
に
は
、
例
の
送
金
（
敬

三
に
依
頼
し
た
三
千
円
か
〈
史
料
二
─
二
〉）
が
叶
わ
な
い
時
は
逆
為
替
で
対
応
す
る
、

皇
后
陛
下
の
大
礼
服
が
一
日
の
朝
拝
に
間
に
合
っ
た
の
は
重
畳
だ
、
と
述
べ
た
後
、
小

松
宮
彰
仁
親
王
が
各
国
帝
室
に
歓
迎
さ
れ
る
の
は
よ
い
が
、
出
費
が
増
大
し
て
「
あ
り

が
た
迷
惑
」
だ
、
と
敬
三
に
愚
痴
を
こ
ぼ
し
て
い
る
。
三
宮
は
、
宮
夫
妻
の
服
飾
品
の

高
額
購
入
と
あ
わ
せ
て
予
想
は
し
て
い
た
が
と
し
な
が
ら
も
、
各
国
帝
室
と
の
交
際
が

多
額
の
出
費
を
伴
う
こ
と
を
身
を
も
っ
て
実
感
し
た
よ
う
だ
。
別
の
書
翰
で
三
宮
は
、

出
費
の
多
い
こ
と
に
「
閉
口
々
々
」、
宮
内
大
丞
か
ら
大
叱
り
を
受
け
る
だ
ろ
う
か
ら

兜
の
用
意
が
必
要
だ
、
と
冗
談
を
飛
ば
し
て
い
る（
（3
（

。

史
料
二
─
五　

明
治
二
十
年
五
月
十
五
日
付
、香
川
敬
三
宛
三
宮
義
胤
（
在
ベ
ル
リ
ン
）

書
翰
（「
香
川
家
史
料
」
一
一
〇
九
二
）

　
　

�

金
子
御
送
り
被
下
六
千
円
ハ
「
リ
ヨ
ン
」
ノ
銀
行
ニ
着
し
候
旨
申
来
り
候
得
共
、

未
タ
一
条
家
夫
人
〔
実
輝
夫
人
良
子
か
〕
追
増
千
五
百
円
ハ
承
知
不
仕
、
未
タ
銀

行
よ
り
通
知
無
之
故
ト
存
候
、
必
ス
間
違
ハ
有
之
間
敷
、
早
速
聞
合
可
申
候
、
御

申
越
之
訳
ニ
而
ハ

　
　
　

六
千
円

　
　
　
　

内　

三
千
円

─
小
生
ヨ
リ
請
求
仕
候
分

　
　
　
　
　
　

弐
千
円

─
女
官
飾
物
代
ト
一
条
家
夫
〔
人
〕
ノ
飾
物
代

10



詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
、
明
治
末
年
の
皇
后
宮
職
の
関
係
史
料
の
中
に
皇
后
御
用

品
が
欧
州
で
購
入
さ
れ
た
記
録
が
あ
り
、
そ
の
動
向
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
本

章
で
は
、
そ
れ
ら
の
史
料
を
中
心
に
、
明
治
四
十
三
～
五
年
の
欧
州
で
の
御
用
品
購
入

の
状
況
を
見
て
ゆ
く
。

　

表
２
は
、
皇
后
宮
職
の
関
係
史
料
か
ら
当
該
時
期
に
お
け
る
欧
州
で
の
皇
后
の
洋
装

品
購
入
の
動
き
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
一
見
し
て
、
全
て
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
で
の

購
入
品
と
わ
か
る
。
購
入
先
は
、
宝
飾
品
が
マ
レ
・
フ
レ
ー
ル
商
会
、
手
袋
が
ガ
ン
・

ペ
ラ
ン
、
服
地
等
の
素
材
が
プ
ラ
ン
タ
ン
百
貨
店
、
貝
細
工
（
ヘ
ア
ピ
ン
）
が
オ
ー

グ
ス
ト
・
モ
レ
ル
、
ド
レ
ス
が
ウ
ォ
ル
ス
（
後
述
）
で
、
同
時
期
は
主
に
駐
フ
ラ
ン
ス

臨
時
代
理
公
使
安
達
峰
一
郎
の
妻
鏡
子
が
購
入
を
担
当
し
て
い
た
。
ま
た
、
大
正
元
年

に
駐
フ
ラ
ン
ス
特
命
全
権
大
使
と
な
っ
た
石
井
菊
次
郎
も
、
赴
任
に
際
し
て
四
万
円
に

及
ぶ
宝
飾
品
購
入
を
委
託
さ
れ
た
が（
（3
（

、
同
年
九
月
三
十
日
付
敬
三
宛
書
翰
で
「
皇
太
后

陛
下
御
買
上
品
」
は
安
達
（
峰
一
郎
）
参
事
官
が
携
帯
保
管
し
て
い
る
、
と
伝
え
て
お

り（
（3
（

、
実
際
に
は
安
達
の
妻
鏡
子
が
購
入
担
当
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
洋

装
化
最
初
期
と
同
様
、
外
務
省
ル
ー
ト
に
よ
る
洋
装
品
購
入
が
継
続
し
て
行
わ
れ
て
い

た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
毎
年
ガ
ン
・
ペ
ラ
ン
や
マ
レ
・
フ
レ
ー
ル
等
の
同
一
店
舗
か
ら

手
袋
や
宝
飾
品
が
購
入
さ
れ
て
い
る
点
は
、
安
達
鏡
子
ら
直
接
の
購
入
者
や
志
保
子
ら

洋
装
担
当
者
の
趣
向
や
考
え
が
反
映
さ
れ
て
も
い
る
だ
ろ
う
が
、
御
帽
子
が
主
に
横
浜

や
東
京
の
欧
州
人
経
営
の
店
舗
か
ら
購
入
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
あ
わ
せ（
（3
（

、
年
代
ご
と
に

皇
后
御
用
品
の
購
入
先
が
あ
る
程
度
決
ま
っ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
更
に
、
プ
ラ

ン
タ
ン
で
毛
織
物
等
を
購
入
し
て
い
る
点
は
、
既
述
の
三
宮
が
イ
ギ
リ
ス
で
羅
紗
地
を

買
い
求
め
た
こ
と
と
あ
わ
せ
鑑
み
る
と
、
欧
州
製
の
生
地
を
用
い
て
国
内
で
洋
装
品
を

制
作
し
た
可
能
性
も
考
慮
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

さ
て
、明
治
四
十
五
年
六
月
十
七
日
、二
三
六
一
フ
ラ
ン（
日
本
銀
貨
で
約
九
〇
〇
円
）

の
御
用
御
洋
服
二
着
を
積
載
し
た
マ
ル
セ
イ
ユ
発
の
丹
後
丸
が
到
着
し
た
。
荷
受
人
が

横
浜
飯
田
貿
易
店
と
な
っ
て
お
り
、
高
島
屋
（
四
代
飯
田
新
七
）
が
購
入
を
請
け
負
っ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
無
検
査
通
関
を
総
務
課
長
に
求
め
る
皇
后
宮
主
事
の
文

書
（
明
治
四
十
五
年
六
月
十
五
日
付
）
が
残
っ
て
い
る
が
、
同
文
書
に
は
皇
后
宮
職
宛

の
高
島
屋
飯
田
合
名
会
社
東
京
店
店
長
飯
田
藤
二
郎
の
通
関
証
明
願
が
添
付
さ
れ
、
次

　

ま
た
、
女
官
の
コ
ル
セ
ッ
ト
を
近
日
中
に
送
る
、
本
件
は
八
重
野
に
申
し
付
け
た
、

と
あ
り
、
ベ
ル
リ
ン
滞
在
中
も
洋
装
品
の
購
入
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
同

じ
く
ベ
ル
リ
ン
滞
在
中
の
志
保
子
の
敬
三
宛
書
翰
（
七
月
十
八
日
付
）
に
、
過
日
、
三

宮
八
重
野
か
ら
「
皇
后
様
御
用
品
」
を
送
っ
た
際
に
、「
香
川
宅
」
と
記
し
た
箱
三
～

四
個
、
他
に
三
宮
と
三
条
家
へ
の
荷
物
が
あ
る
の
で
し
か
る
べ
く
御
届
け
を（
（3
（

、
と
あ
る

の
で
、
七
月
中
旬
頃
に
余
剰
金
に
関
す
る
判
断
を
し
て
御
用
品
等
の
購
入
が
な
さ
れ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
志
保
子
は
五
月
十
一
日
～
九
月
三
日
の
間
に
ほ
と
ん
ど
ベ
ル
リ
ン

を
離
れ
て
お
ら
ず
、
八
重
野
が
単
身
パ
リ
に
出
向
い
た
と
も
考
え
が
た
い
の
で
、
こ
の

時
の
御
用
品
の
購
入
は
ベ
ル
リ
ン
で
行
わ
れ
た
と
判
断
で
き
る（
（3
（

。

　

以
上
、
五
通
の
三
宮
書
翰
を
中
心
に
欧
州
で
の
ド
レ
ス
や
洋
装
品
購
入
の
状
況
を
見

て
き
た
。
皇
后
御
用
品
に
限
れ
ば
、
明
治
十
九
年
十
一
～
十
二
月
に
ロ
ン
ド
ン
で
洋
装

品
、
同
十
二
月
～
翌
二
十
年
一
月
に
パ
リ
で
御
服
（
マ
ダ
ム
・
フ
ロ
マ
ン
に
て
、
通
常

服
等
）
や
装
飾
品
、
同
七
月
に
ベ
ル
リ
ン
で
洋
装
品
を
購
入
し
て
お
り
、
そ
の
中
心
は

三
宮
八
重
野
で
、
志
保
子
も
そ
の
手
伝
い
を
し
て
い
た
。
元
々
パ
リ
で
の
購
入
が
メ
イ

ン
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、
状
況
に
応
じ
て
各
国
で
バ
ラ
ン
ス
よ
く
御
用
品
の
購
入
が
行
わ

れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
明
治
二
十
年
以
後
も
継
続
し
て
欧
州
で
御
用
品
を
購
入
す
る
と

考
え
た
時
、
各
国
の
店
舗
の
状
況
を
実
見
し
、
洋
装
品
を
実
用
の
中
で
比
較
検
討
す
る

必
要
が
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
女
官
や
華
族
婦
人
の
洋
装
品
の
購
入

も
多
数
依
頼
さ
れ
て
お
り
、
女
子
宮
廷
服
の
洋
装
化
初
期
に
お
け
る
購
入
ル
ー
ト
の
一

つ
と
し
て
、宮
内
省
関
係
の
洋
行
者
が
果
た
し
た
役
割
も
大
き
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

三
　
明
治
末
期
、
欧
州
で
の
御
用
品
購
入

　

皇
后
の
ド
レ
ス
や
洋
装
品
等
は
、
国
産
奨
励
の
思
召
も
あ
り
、
欧
州
発
注
か
ら
次
第

に
国
内
業
者
へ
の
発
注
に
移
行
し
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
。
確
か
に
、
日
本
製
ド

レ
ス
や
国
産
絹
地
等
の
使
用
と
い
っ
た
試
み
が
行
わ
れ
た
の
は
事
実
だ
が
、
皇
后
御
用

品
の
購
入
リ
ス
ト
か
ら
欧
州
製
が
消
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
恐
ら
く
毎
年
の
よ
う
に

洋
装
品
が
欧
州
、
特
に
パ
リ
で
購
入
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
史
料
的
な
制
約
も
あ
り
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表２　皇后御用品購入関係摘録（1910─1912）
和暦 西暦 月 日 制作・発信 宛先 種別 購入品 代金 出典
明治43 1910 1 12 宝石商・マレ・フレール�

商会
Marret Freres, Paris

帝室会計審
査局長官斉
藤桃太郎

請求書 ダイヤモンド装填
胸飾など3点

14750円7銭5厘
（39150フラン）

①

明治43 1910 7 9 手袋商ガン・ペラン 
Gant Perrin, Paris

安達鏡子 代金受領証 手袋12組、箱 73フラン
40サンチーム

②

明治44 1911 6 7 手袋商ガン・ペラン 
Gant Perrin, Paris

皇后宮主事
渡辺直達代
安達鏡子

代金受領証 手袋36組、箱 407フラン
90サンチーム

③

明治44 1911 7 22 宝石商・マレ・フレール�
商会 
Marret Freres, Paris

皇后宮主事
渡辺直達代
安達鏡子

代金受領証 手持眼鏡（菊花16
弁、表裏を宝石で飾
填）、白金製長鎖1連
（136cm、ダイヤモ
ンドやエメラルド
を飾嵌）、白金製手
持眼鏡（リール形葉
型の宝石装飾）

5345円43銭4厘
（13607フラン50サ
ンチーム）

③

明治45 1912 5 21 洋服店ウォルス 
Walles, Paris

横浜飯田貿
易店

明細書 ガーデンパーティー�
用のドレス2着

2361フラン ④

大正1 1912 9 30 石井菊次郎 香川敬三 書翰 真珠頸環、サファ
イヤ入腕環、真珠5
個入腕環、プラチ
ナ製鎖

40387円59銭７厘
（103600フラン）

⑥

大正元 1912 6 24 プランタン百貨店　
Grands Magasins du 
Printemps laguionie, 
Paris

安達鏡子 代金受領証 印紙代、毛織物11
メートル

76フラン ⑤

大正元 1912 7 1 プランタン百貨店　
Grands Magasins du 
Printemps laguionie, 
Paris

安達鏡子 代金受領証 白羅紗地代 34フラン ⑤

大正元 1912 7 3 プランタン百貨店　
Grands Magasins du 
Printemps laguionie, 
Paris

安達鏡子 代金受領証 印紙代、各種紐 55フラン
90サンチーム

⑤

大正元 1912 7 6 手袋商ガン・ペラン 
Gant Perrin, Paris

安達鏡子 代金受領証 皮製手袋48組、絹
製手袋36組（御用
品、女官用）

411フラン
10サンチーム

⑤

大正元 1912 7 23 手袋商ガン・ペラン 
Gant Perrin, Paris

安達鏡子 代金受領証 紺ビロード　5メー
トル（御用）、絹15
メートル（薄茶絹、
鼡色絹。富田・三
善分含むか）

130フラン
10サンチーム

⑤

大正元 1912 8 24 オーグスト・モレル 
Auguste Morel, Paris

安達鏡子 代金受領証 貝細工品代および
修繕代、たぼじめ
（ヘアピン）

104フラン
25サンチーム

⑤

大正元 1912 9 18 宝石商・マレ・フレール�
商会
Marret Freres, Paris

安達鏡子 代金受領証 帽子ピン2個 270フラン ⑤

出典：①帝室会計審査局「宮廷内費　御費・皇后宮費一」24817-1、②同「宮廷内費　御費・皇后宮費二」24817-2、③同「宮
廷内費　御費・皇后宮費二」24818-2、④皇后宮職「重要雑録二」24766-2、⑤同「宮廷内費　御費・皇后宮費一」24819-1
（以上、宮内公文書館蔵）、⑥「香川家史料」17447,17448
註　表中の（　）は筆者補注。
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う
点
で
あ
る
（
七
月
三
十
日
に
明
治
天
皇
が
崩
御
）。
ま
た
国
産
奨
励
を
謳
う
一
方
で
、

最
後
ま
で
欧
州
最
新
の
流
行
採
り
入
れ
を
怠
ら
な
か
っ
た
宮
内
省
、
と
り
わ
け
皇
后
の

洋
装
担
当
者
で
あ
る
香
川
志
保
子
や
北
島
以
登
子
ら
の
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
示
し
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
（
た
だ
し
、
北
島
は
同
年
三
月
二
十
日
に
他
界
）。
更
に
、
ウ
ォ
ル

ス
製
の
絹
モ
ス
リ
ン
、
藤
の
刺
繍
と
真
珠
が
鏤
め
ら
れ
た
ド
レ
ス
と
い
え
ば
、
現
在
、

杉
野
学
園
衣
裳
博
物
館
が
所
蔵
す
る
皇
后
か
ら
志
保
子
に
下
賜
さ
れ
た
と
い
う
通
常
礼

服
が
思
い
浮
か
ぶ（
（3
（

。
同
館
蔵
の
通
常
礼
服
に
も
本
明
細
と
同
じ
住
所
を
記
し
た
ウ
ォ
ル

ス
の
タ
グ
が
イ
ン
ナ
ー
ベ
ル
ト
に
あ
り
、
形
状
等
か
ら
判
断
し
て
も
、
本
明
細
中
の
後

者
の
ド
レ
ス
と
一
致
す
る
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。
通
常
服
と
通
常
礼
服
と
い
う

違
い
は
あ
る
が
、
元
々
は
ガ
ー
デ
ン
・
パ
ー
テ
ィ
ー
用
の
ド
レ
ス
と
し
て
納
品
さ
れ
、

そ
れ
が
通
常
礼
服
と
し
て
着
用
さ
れ
た
、
ま
た
は
後
年
そ
の
よ
う
に
用
途
が
言
い
伝
え

ら
れ
た
、
と
い
う
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
（
実
際
に
同
館
蔵
の
通
常
礼
服
は
後
ろ
裾

を
や
や
曳
く
形
状
で
あ
る
）。
た
だ
、
早
急
な
結
論
は
避
け
、
本
稿
で
は
可
能
性
の
指

摘
に
留
め
て
お
き
た
い（
（4
（

。

　

最
後
に
、
同
年
七
月
三
十
日
の
明
治
天
皇
の
崩
御
を
受
け
、
皇
太
后
宮
職
が
そ
の
後

の
予
算
の
見
通
し
を
記
し
た
と
思
わ
れ
る
書
付
を
見
て
お
こ
う
。「
香
川
家
史
料
」
に

含
ま
れ
る
も
の
で
、
宮
内
省
罫
紙
の
綴
り
に
大
正
元
年
度
の
残
り
五
か
月
分
と
同
二
年

度
の
予
算
見
込
額
が
記
さ
れ
て
い
る
。

史
料
三
─
二　

皇
太
后
宮
職
予
算
見
込
額
調
（
大
正
元
年
度
七
月
三
十
日
以
後
五
ヶ
月

分
）（「
香
川
家
史
料
」
一
七
四
五
〇
）

　
　

大
正
元
年
度
七
月
三
十
日
以
後
五
ヶ
月
分

　
　
　
　
　

皇
太
后
宮
職
予
算
見
込
額
調

　
　
　
　
　
　

内
経
済

　
　

一
金
七
万
七
千
五
百
円　

皇
太
后
宮
費

　
　
　
　

内

　
　
　

金
弐
万
七
千
五
百
円　

御
内
儀
用

　
　
　
　

但
御
費
御
内
儀
用
半
額
ノ
月
割
五
ヶ
月
分

　
　
　

金
五
万
円　

御
料
用
費
及
贈
物
月
割
五
ヶ
月
分

の
明
細
書
が
附
属
し
て
い
る
（
口
絵
４
）。

史
料
三
─
一　

パ
リ
・
ウ
ォ
ル
ス
店
の
明
細
書
（
明
治
四
十
五
年
〈
一
九
一
二
〉
五
月

二
十
一
日
付
、
皇
后
宮
職
「
明
治
四
十
四
年　

重
要
雑
録
二
」
宮
内
公
文
書
館
蔵
、
識

別
番
号
二
四
七
六
六
─
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 W
A
LLES

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

19, Rue Scribe

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Paris le 21 M
ai 1912.

　
　

M
essrs Iida &

 Co.

　
　
　
　

81 Y
am
ashitacho, Y

okoham
a

　
　

1912

　
　

A
pril 30	

1

　

robe garden party taffetas de suez &
 m
arquisette

	

　
　

lanche broderie soie &
 perles	1

,200

　

	
1

　

�robe de garden party braitienne glacee &
	

　
　

m
ousseline

	

　
　

soie bleue brodee glycine &
 perles	1

,100
	

　
　

caisse &
 em
ballage sans zinc	

10 50
	

　
　

fret suivant connt N
ippon Y

usen K
aisha	

50 50
			2




,361

　

フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
の
洋
服
店
ウ
ォ
ル
ス
（
ス
ク
リ
ブ
通
り
一
九
番
地
）
製
の
ド
レ
ス

二
着
の
明
細
書
で
あ
る
。一
着
が
ガ
ー
デ
ン
・
パ
ー
テ
ィ
ー
用
の
ド
レ
ス（
通
常
服
、ヴ
ィ

ジ
テ
ィ
ン
グ
・
ド
レ
ス
）
で
代
金
一
二
〇
〇
フ
ラ
ン
（
約
四
五
〇
円
）、ス
エ
ズ
・
タ
フ
タ
、

マ
ー
キ
ゼ
ッ
ト
、
白
絹
の
刺
繍
、
ビ
ー
ズ
等
と
材
質
や
製
法
が
記
さ
れ
て
い
る
。
も
う

一
着
も
ガ
ー
デ
ン
・
パ
ー
テ
ィ
ー
用
の
ド
レ
ス
（
通
常
服
）
で
代
金
一
一
〇
〇
フ
ラ
ン

（
約
四
一
四
円
）、
光
沢
あ
る
生
地
、
絹
モ
ス
リ
ン
、
藤
の
刺
繍
、
ビ
ー
ズ
等
と
記
さ
れ

て
い
る
。
包
装
と
輸
送
料
を
含
め
る
と
代
金
は
二
三
六
一
フ
ラ
ン
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
ウ
ォ
ル
ス
製
ド
レ
ス
の
購
入
は
、
以
下
の
点
で
興
味
深
い
。
先
ず
、
時
期
的
に

考
え
て
皇
后
と
し
て
購
入
、
着
用
し
た
最
後
の
パ
リ
製
ド
レ
ス
の
可
能
性
が
高
い
と
い

13
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し
、
そ
れ
ら
は
十
～
十
一
月
に
納
品
さ
れ
た（
（4
（

。
ま
た
マ
ダ
ム
・
ク
リ
ン
ゲ
ン
（
麻
布
新

龍
土
町
）
で
御
帽
子
を
購
入
す
る
な
ど（
（4
（

、
従
前
と
同
様
に
御
服
や
洋
装
品
を
揃
え
る
動

き
を
見
せ
て
い
る
。
そ
う
し
た
皇
太
后
宮
職
の
動
向
か
ら
は
、
写
経
に
精
進
し
、
自
ら

の
大
礼
服
、
宝
飾
品
等
を
貞
明
皇
后
や
内
親
王
へ
引
き
継
ぐ
な
ど（
（4
（

、
今
生
で
の
整
理
を

つ
け
る
か
の
よ
う
な
日
々
を
送
る
昭
憲
皇
太
后
の
意
向
と
は
別
に
、
欧
州
で
の
御
用
品

購
入
が
継
続
さ
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
史
料
的
な
制
約
も
あ
り
、
現
時
点
で
は
推

測
に
留
ま
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
香
川
家
及
び
皇
后
宮
職
の
関
係
史
料
を
中
心
に
、
明
治
十
九
～
二
十
年

と
同
四
十
三
～
五
年
に
お
け
る
皇
后
御
用
品
の
欧
州
発
注
等
の
様
相
を
見
て
き
た
。

　

明
治
十
九
年
七
月
、
青
木
周
蔵
妻
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
を
通
じ
た
欧
州
発
注
は
二
度
行
わ

れ
、
二
度
目
に
大
礼
服
や
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
・
テ
ィ
ア
ラ
等
が
発
注
さ
れ
た
。
そ
し
て
、

翌
年
の
朝
拝
で
必
要
と
な
る
大
礼
服
や
宝
飾
品
等
を
急
ぎ
納
品
さ
せ
、
日
本
へ
廻
送
し

た
の
で
あ
る
。
従
来
、
そ
の
注
文
内
容
は
新
聞
記
事
等
の
断
片
的
な
情
報
に
依
拠
せ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
が
、
新
史
料
「
明
治
十
九
年　

外
国
へ
御
注
文　

御
洋
服
并
附
属
品

書
類　

附
往
復
書
」
に
よ
っ
て
、
大
礼
服
一
着
、
空
色
服
以
下
十
一
着
の
ド
レ
ス
、
イ

ヴ
ニ
ン
グ
コ
ー
ト
一
着
、
宝
冠
一
個
、
ネ
ッ
ク
レ
ス
三
本
、
金
製
腕
輪
四
個
等
の
品
目

や
代
金
等
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、明
治
十
九
～
二
十
年
の
三
宮
八
重
野
と
香
川
志
保
子
に
よ
る
御
用
品
購
入
は
、

実
は
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
だ
け
で
な
く
イ
ギ
リ
ス
・
ロ
ン
ド
ン
や
ド
イ
ツ
・
ベ
ル
リ
ン
で

も
行
わ
れ
て
い
た
。
あ
く
ま
で
パ
リ
が
中
心
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、
購
入
先
の
バ
ラ
ン
ス

が
図
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
更
に
素
材
を
持
参
し
て
の
宝
飾
品
の
制
作
、
ド
イ
ツ
発

注
の
「
御
服
上
等
之
分
」
の
パ
リ
で
の
調
製
等
、
洋
装
化
最
初
期
の
御
用
品
購
入
を
め

ぐ
る
様
々
な
動
き
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

い
ず
れ
も
、
取
り
急
ぎ
大
礼
服
を
始
め
と
す
る
皇
后
の
ド
レ
ス
や
洋
装
品
を
欧
州
製

で
一
揃
い
準
備
し
よ
う
と
い
う
政
府
や
皇
后
宮
職
の
意
向
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ

う
。
し
か
し
、
そ
の
後
は
国
産
奨
励
の
思
召
も
あ
り
、（
服
地
の
み
日
本
製
か
、
或
い

　
　
　
　
　

分
派
会
計

　
　

一
金
拾
万
弐
千
参
百
五
拾
五
円
五
拾
壱
銭　

御
服
御
用
度
費

　
　
　
　

但
シ
皇
后
宮
費
御
服
御
用
度
費
七
月
三
十
日
現
在
ノ
残
額
ナ
リ
、
尤
モ
此

　
　
　
　

内
金
四
万
円
ハ
仮
出
シ
ア
リ

　
　

大
正
二
年
度
以
降

　
　
　
　

皇
太
后
宮
職
予
算
見
込
額
調

　
　
　
　
　
　

内
経
済

　
　

一
金
拾
八
万
六
千
円　

皇
太
后
宮
費

　
　
　
　

内

　
　
　

金
六
万
六
千
円　

御
内
儀
用

　
　
　
　

但
シ
御
費
御
内
儀
用
ノ
半
額
差
上
切
ノ
分

　
　
　

金
拾
弐
万
円　

御
料
用
費
及
贈
物

　
　
　
　
　

分
派
会
計

　
　

一
金
拾
二
万
円　

御
服
御
用
度
費

　
　
　
　

但
シ
別
ニ

　
　
　
　

�

御
在
所
ヲ
立
テ
サ
セ
ラ
レ
タ
ル
上
ハ
右
ノ
外
供
御
費
、
御
内
宴
費
、
賜
饌
費
、

贈
物
食
品
費
、
庖
厨
費
、
皇
太
后
宮
宮
殿
装
設
費
及
皇
太
后
宮
職
庁
舎
費
ヲ

要
ス
ヘ
ク
候

　

皇
室
予
算
の
う
ち
、
内
経
済
（
皇
太
后
宮
費
）
と
常
用
部
・
分
派
会
計
の
見
込
額
が

明
記
さ
れ
た
興
味
深
い
史
料
で
あ
る
。
大
正
元
年
度
（
五
か
月
分
）
は
、
内
経
済
（
皇

太
后
宮
費
）
が
七
万
七
五
〇
〇
円
、
分
派
会
計
の
御
服
御
用
度
費
が
一
〇
万
二
三
五
五

円
五
一
銭
で
あ
り
、
後
者
か
ら
既
述
の
石
井
菊
次
郎
に
委
託
し
た
「
皇
太
后
陛
下
御
買

上
品
」（
真
珠
頸
環
等
）
約
四
万
円
が
仮
支
出
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
元
年

度
予
算
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
同
二
年
度
の
予
算
見
込
額
が
内
経
済
（
皇
太

后
宮
費
）
一
八
万
六
〇
〇
〇
円
、
分
派
会
計
・
御
服
御
用
度
費
が
一
二
万
円
と
明
記
さ

れ
て
お
り
、
恐
ら
く
こ
の
時
点
で
は
、
欧
州
発
注
を
含
め
た
ド
レ
ス
や
洋
装
品
、
宝
飾

品
等
の
購
入
を
想
定
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

明
治
天
皇
の
崩
御
後
、
皇
太
后
宮
職
は
御
喪
服
や
黒
ベ
ー
ル
等
を
大
島
万
吉
に
発
注
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（
扶
桑
社
、
平
成
二
十
六
年
）、
柗
居
宏
枝
「
昭
憲
皇
后
の
大
礼
服
発
注
を
め
ぐ

る
対
独
外
交
」（『
人
間
文
化
創
成
科
学
論
叢
』
第
一
八
号
、
平
成
二
十
八
年
）、

長
佐
古
美
奈
子
「
宮
中
晩
餐
会
の
歴
史
的
考
察
」
一
～
四
（『
学
習
院
大
学
史

料
館
紀
要
』
第
二
六
～
九
号
、令
和
二
～
五
年
）、同
「
明
治
の
皇
后
の
洋
装
化
」�

（『
プ
ロ
イ
セ
ン
気
質
の
日
本
人
─
明
治
の
外
交
官
・
青
木
周
蔵
の
横
顔
─
』
久

米
美
術
館
、
令
和
四
年
）、
同
「
昭
憲
皇
太
后
を
支
え
た
父
娘
─
香
川
敬
三
・

志
保
子
史
料
の
紹
介
─
」（『
神
園
』
第
三
〇
号
、
令
和
五
年
）、
石
井
裕
・
梅

田
優
歩
「
香
川
志
保
子
の
小
松
宮
欧
州
巡
行
同
行
に
つ
い
て
」（『
学
習
院
大
学

史
料
館
紀
要
』
第
二
八
号
、令
和
四
年
）、『
華
麗
な
る
明
治
─
宮
廷
文
化
の
エ
ッ

セ
ン
ス
─
』（
茨
城
県
立
歴
史
館
特
別
展
図
録
、
令
和
四
年
）、
モ
ニ
カ
・
ベ
ー

テ
「
ベ
ル
リ
ン
に
発
注
さ
れ
た
皇
后
の
大
礼
服
と
明
治
の
宮
廷
衣
裳
─
現
地
の

新
聞
記
事
に
見
る
ド
イ
ツ
の
視
点
─
」（『
神
園
』
第
二
七
号
、
令
和
四
年
）、

吉
原
康
和
『
明
治
の
ド
レ
ス
』（
株
式
会
社
Ｇ
Ｂ
、令
和
四
年
）、深
井
晃
子
「
幻

の
大
礼
服　

ジ
ャ
ン
＝
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ウ
ォ
ル
ト
の
回
想
」（『
神
園
』第
二
九
号
、

令
和
五
年
）、
拙
稿
「
宮
内
省
時
代
の
香
川
志
保
子
─
明
治
三
十
三
年
皇
太
子

御
婚
儀
を
中
心
に
─
」（『
学
習
院
大
学
史
料
館
紀
要
』
第
二
九
号
、令
和
五
年
）、

同「
昭
憲
皇
太
后
の
洋
装
と
香
川
志
保
子
─「
香
川
家
史
料
」を
中
心
に
─
」（『
神

園
』
第
三
〇
号
、
令
和
五
年
）
等
。

（
３
）	

近
年
、
上
野
秀
治
「
欧
州
留
学
中
の
香
川
志
保
子
宛
父
香
川
敬
三
書
簡
」
一
～

四（『
学
習
院
大
学
史
料
館
紀
要
』第
二
六
～
九
号
、令
和
二
～
五
年
）、前
掲『
華

麗
な
る
明
治
』
二
二
七
～
二
三
一
、二
三
七
～
九
頁
（
翻
刻
掲
載
）、
梅
田
優
歩

「
香
川
志
保
子
滞
英
日
記
」（『
皇
學
館
史
学
』
第
三
六
号
、令
和
三
年
）、同
「
香

川
志
保
子
欧
州
巡
行
日
記
」一
・
二（『
皇
學
館
史
学
』第
三
七
・
三
八
号
、令
和
四
・

五
年
）
等
に
よ
っ
て
「
香
川
家
史
料
」
の
翻
刻
が
進
ん
で
い
る
。

（
４
）	
『
美
の
継
承
─
昭
憲
皇
太
后
大
礼
服
の
物
語
』（
昭
憲
皇
太
后
大
礼
服
研
究
修
復

復
元
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
発
行
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
令
和
二
年
）
等
。

（
５
）	

明
治
期
の
女
子
宮
廷
服
に
関
す
る
主
な
服
飾
研
究
は
、
徳
永
幾
久
・
山
水
き

ぬ
・
石
山
和
子
「
明
治
三
〇
年
代
に
着
用
さ
れ
た
一
大
礼
服
の
研
究　

上
杉
兼

子
夫
人
の
大
礼
服
に
つ
い
て
」（『
米
沢
短
期
女
子
大
学
紀
要
』
第
三
号
、
昭
和

は
縫
製
や
刺
繍
ま
で
日
本
の
職
人
が
行
う
か
、
と
い
っ
た
問
題
は
あ
ろ
う
が
）
日
本
製

の
ド
レ
ス
や
洋
装
品
が
増
え
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
御
用
品
中
の
日
本
製
と
欧
州

製
の
割
合
に
関
し
て
は
不
明
な
点
が
多
い
が
、
明
治
四
十
三
～
五
年
の
皇
后
宮
職
の
関

係
史
料
を
見
る
と
、
宝
飾
品
や
手
袋
、
通
常
服
（
通
常
礼
服
）
等
が
パ
リ
で
購
入
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
明
治
二
十
～
三
十
年
代
の
動
向
が
不
詳
の
た
め
推
測
に
な
ら

ざ
る
を
得
な
い
が
、
日
本
製
の
洋
装
品
が
増
え
た
こ
と
も
あ
り
、
品
目
を
絞
っ
て
欧
州

製
が
購
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
明
治
末
年
に
は
、
国

際
関
係
の
変
化
も
あ
り
、
洋
装
化
初
期
の
よ
う
に
ベ
ル
リ
ン
や
ロ
ン
ド
ン
等
の
各
所
か

ら
で
は
な
く
、「
世
界
一
ハ
仏
国（
（4
（

」
と
謳
わ
れ
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
先
進
地
、フ
ラ
ン
ス
・

パ
リ
に
重
点
を
お
い
た
御
用
品
購
入
が
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

た
だ
現
時
点
で
は
、
皇
后
御
用
品
の
関
係
史
料
が
残
る
年
代
の
状
況
か
ら
の
推
測
に

留
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
全
容
把
握
の
た
め
に
も
、
更
な
る
史
料
調
査
を
期
し
た
い
。

註（
１
）	

多
木
浩
二
『
天
皇
の
肖
像
』（
岩
波
新
書
、平
成
十
年
）、『
明
治
天
皇
の
御
肖
像
』

（
明
治
神
宮
、
平
成
十
年
）、
原
武
史
『
可
視
化
さ
れ
た
帝
国　

近
代
日
本
の
行

幸
啓
』（
み
す
ず
書
房
、
平
成
十
三
年
）、
若
桑
み
ど
り
『
皇
后
の
肖
像　

昭
憲

皇
太
后
の
表
象
と
女
性
の
国
民
化
』（
筑
摩
書
房
、
平
成
十
三
年
）、『
王
家
の

肖
像
─
明
治
皇
室
ア
ル
バ
ム
の
始
ま
り
』（
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
、
平
成

十
三
年
）、
片
野
真
佐
子
『
皇
后
の
近
代
』（
講
談
社
、
平
成
十
五
年
）、
塩
谷

純
・
増
野
恵
子
・
恵
美
千
鶴
子
『
近
代
皇
室
イ
メ
ー
ジ
の
創
出
』（
吉
川
弘
文
館
、

平
成
二
十
九
年
）、長
佐
古
美
奈
子
「
宮
中
晩
餐
会
の
歴
史
的
考
察　

そ
の
（
二
）

─
明
治
二
二
年
大
日
本
帝
国
憲
法
発
布
式
の
諸
様
相
」（『
学
習
院
大
学
史
料
館

紀
要
』
第
二
七
号
、
令
和
三
年
）
等
。

（
２
）	

坂
本
一
登
『
伊
藤
博
文
と
明
治
国
家
形
成
─
「
宮
中
」
の
制
度
化
と
立
憲
制
の

導
入
─
』（
吉
川
弘
文
館
、
平
成
三
年
）、
上
野
秀
治
「
香
川
敬
三
が
見
た
明
治

宮
廷
の
欧
風
化
」（『
皇
學
館
大
学
史
料
編
纂
所
報
』
第
二
一
八
号
、
平
成
二
十

年
）、
植
木
淑
子
「
昭
憲
皇
太
后
と
洋
装
」（『
明
治
聖
徳
記
念
学
会
紀
要
』
第

五
〇
号
、平
成
二
十
五
年
）、今
泉
宜
子
『
明
治
日
本
の
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
た
ち
』

15

昭憲皇太后の大礼服と洋装品の購入　─香川家及び皇后宮職の関係史料から─



四
十
三
年
、
三
二
～
六
四
頁
）、
諸
井
く
み
子
・
桜
井
光
美
「
六
角
子
爵
夫
人

着
用
の
社
交
・
儀
礼
服
」（『
風
俗
』
第
一
二
巻
第
三
号
、
昭
和
四
十
九
年
五
月
、

四
四
～
六
五
頁
）、久
保
房
子
『
宮
廷
衣
装
』（
毎
日
新
聞
社
、昭
和
五
十
二
年
）、

原
の
ぶ
子
監
修
、
久
保
房
子
・
小
沢
昭
子
・
林
八
重
子
共
著
『
女
子
宮
廷
服
と

構
成
技
法　

洋
服
篇
』（
衣
生
活
研
究
会
、
昭
和
五
十
六
年
）、
植
木
淑
子
「
明

治
天
皇
の
皇
后
の
洋
服
に
つ
い
て
─
ピ
ン
ク
地
羽
根
文
様
御
中
礼
服
」（『
日
本

服
飾
学
会
誌
』
第
一
八
号
、
平
成
十
一
年
、
四
七
～
五
四
頁
）
等
を
参
照
。

（
６
）	

Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
「
ロ
イ
ヤ
ル
・
ミ
ス
テ
リ
ー　

皇
后
の
ド
レ
ス
の

謎
」（
令
和
四
年
三
月
十
八
日
放
送
）
等
。

（
７
）	

「
香
川
家
史
料
」
一
五
五-

二-

一
（
学
習
院
大
学
史
料
館
蔵
）。

（
８
）	

表
１
の
１
─
４
の
マ
ッ
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
へ
の
支
払
が
三
〇
マ
ル
ク
、
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
＆
ロ
ー
テ
ン
ス
タ
イ
ン
（
運
搬
費
等
）
へ
の
支
払
が
二
マ
ル
ク
、
実
際
の

請
求
金
額
よ
り
逆
為
替
の
記
載
金
額
が
多
い
の
で
は
な
い
か
、
と
の
指
摘
が
宮

内
省
内
蔵
寮
か
ら
ベ
ル
リ
ン
の
小
松
原
英
太
郎
臨
時
代
理
公
使
に
な
さ
れ
た
が

（
明
治
二
十
年
五
月
二
日
）、
結
局
、
違
算
の
ま
ま
精
算
し
て
い
る
（「
注
文
」）。

（
９
）	

明
治
十
九
年
七
月
三
十
一
日
付
香
川
志
保
子
宛
敬
三
書
翰
（「
香
川
家
史
料
」

四
五
七
〇
）。
後
年
の
談
話
だ
が
、
宮
内
省
御
用
の
宮
廷
服
裁
縫
業
者
と
な
っ

た
大
島
万
吉
（
麹
町
区
内
幸
町
）
は
、
明
治
十
九
年
（
七
月
か
）
に
伊
藤
梅
子

の
体
格
を
参
考
に
皇
后
の
ド
レ
ス
を
、
翌
八
月
に
室
町
清
子
、
高
倉
寿
子
の
ド

レ
ス
を
調
製
し
て
以
来
、「
御
服
所
」
を
賜
っ
て
五
名
の
技
手
が
日
々
出
勤
し

て
い
る
、と
述
べ
て
い
る
（『
日
本
実
業
新
報
』
第
一
六
二
号
、大
正
元
年
九
月
、

一
九
頁
）。
大
島
の
下
で
働
く
女
職
人
松
本
の
ぶ
が
皇
后
や
女
官
の
ド
レ
ス
を

仕
立
て
た
と
も
い
い
（
中
山
千
代
『
日
本
婦
人
洋
服
史
』
吉
川
弘
文
館
、
昭
和

六
十
二
年
、三
三
七
頁
）、皇
后
最
初
の
ド
レ
ス
（
通
常
礼
服
）
を
調
製
し
た
「
本

邦
人
」
と
は
、
大
島
を
指
す
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

（
10
）	

前
掲
『
華
麗
な
る
明
治
』
四
八
頁
。

（
11
）	

「
香
川
家
史
料
」
二
〇
八
七
六
、
前
掲
坂
本
著
書
一
九
七
頁
。

（
12
）	

伊
藤
博
文
関
係
文
書
研
究
会
編
『
伊
藤
博
文
関
係
文
書
』
一
（
塙
書
房
、
昭
和

四
十
八
年
、
七
二
頁
）、
前
掲
柗
居
論
文
四
二
頁
。

（
13
）	

前
掲
拙
稿
「
昭
憲
皇
太
后
の
洋
装
と
香
川
志
保
子
」
三
二
頁
。

（
14
）	

レ
オ
ン
ハ
ル
ト
＆
フ
ィ
ー
ゲ
ル
商
店
に
関
し
て
は
、
前
年
に
伊
藤
博
文
が
青
木

を
通
じ
て
妻
梅
子
の
「
金
崗
石
入
婦
人
粧
飾
具
」
を
購
入
し
た
実
績
が
あ
っ
た

（
前
掲
『
プ
ロ
イ
セ
ン
気
質
の
日
本
人
』
二
一
七
頁
、前
掲
柗
居
論
文
四
〇
頁
）。

（
15
）	

前
掲
柗
居
論
文
四
二
～
三
頁
、
前
掲
ベ
ー
テ
論
文
一
五
四
～
六
頁
。

（
16
）	

明
治
十
九
年
十
月
十
四
日
付
香
川
敬
三
宛
志
保
子
書
翰
（「
香
川
家
史
料
」

一
〇
一
〇
九
）、『
谷
干
城
遺
稿
』
上
巻
（
靖
献
社
、
大
正
元
年
、
五
六
八
～
九
、

五
八
五
頁
）、
前
掲
柗
居
論
文
四
三
頁
、『
華
麗
な
る
明
治
』
四
九
～
五
〇
頁
。

た
だ
し
、志
保
子
書
翰
に
「〔
皇
后
の
〕
外
ニ
女
官
二
人
ノ
分
、花
松
之
典
侍
〔
千

種
任
子
〕
等
ナ
リ
ト
申
事
也
」
と
あ
る
が
、
女
官
分
の
発
注
は
室
町
清
子
と
高

倉
寿
子
で
あ
る
。

（
17
）	

明
治
十
九
年
十
月
四
日
付
香
川
敬
三
宛
志
保
子
書
翰
（「
香
川
家
史
料
」

一
〇
一
四
一
）。

（
18
）	

前
掲
『
明
治
の
ド
レ
ス
』
五
〇
～
五
頁
。

（
19
）	

前
掲
ベ
ー
テ
論
文
一
五
四
～
六
頁
。

（
20
）	

明
治
二
十
年
一
月
六
日
付
香
川
志
保
子
宛
敬
三
書
翰
（「
香
川
家
史
料
」

七
八
六
一
）。

（
21
）	

メ
ア
リ
ー
・
フ
レ
イ
ザ
ー
著
、
ヒ
ュ
ー
・
コ
ー
タ
ッ
ツ
ィ
編
、
横
山
俊
夫
訳
『
英

国
公
使
夫
人
の
見
た
明
治
日
本
』（
淡
交
社
、昭
和
六
十
三
年
、四
〇
、一
一
二
頁
）

（
22
）	

前
掲
『
華
麗
な
る
明
治
』
六
八
～
七
三
、七
九
～
八
二
頁
。

（
23
）	

前
掲
『
華
麗
な
る
明
治
』
五
〇
、二
二
九
～
二
三
〇
頁
、
前
掲
「
香
川
志
保
子

の
小
松
宮
欧
州
巡
行
同
行
に
つ
い
て
」
二
六
～
三
二
頁
。

（
24
）	

イ
ギ
リ
ス
の
日
本
公
使
館
員
は
「
奇
妙
ナ
人
達
」
が
多
い
と
の
文
言
は
、
ど
う

や
ら
三
宮
夫
妻
、特
に
八
重
野
が
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
に
謁
見
す
る
こ
と
を「
日

本
の
国
体
に
関
わ
る
」
と
し
て
阻
止
し
よ
う
と
し
た
件
を
指
す
よ
う
で
、
志
保

子
は
敬
三
へ
の
書
翰
で
、
公
使
館
員
ら
の
三
宮
へ
の
礼
を
失
し
た
振
る
舞
い
に

強
い
憤
り
を
感
じ
た
旨
を
伝
え
て
い
る
（
明
治
十
九
年
十
一
月
二
十
五
日
付
香

川
敬
三
宛
志
保
子
書
翰
、「
香
川
家
史
料
」
一
〇
一
五
八
）。

（
25
）	

ロ
ン
ド
ン
の
貿
易
商
社「
ベ
リ
ッ
ク
・
ブ
ラ
ザ
ー
商
会
」（
一
八
六
八
年
設
立
）は
、
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飾
云
々
」
は
資
金
余
剰
の
状
況
を
見
て
購
入
の
判
断
を
す
る
と
伝
え
て
い
る
が

（「
香
川
家
史
料
」
一
〇
一
五
六
）、
志
保
子
の
日
記
に
は
、
七
月
二
十
三
日
に

三
宮
八
重
野
と
共
に
「
ダ
ア
モ
ン
ド
」
の
購
入
に
出
か
け
た
、
と
い
う
記
述
が

あ
る
（
前
掲
「
香
川
家
史
料
」
一
五
四
二
三
）。

（
34
）	

「
香
川
家
史
料
」
一
〇
一
四
二
。

（
35
）	

志
保
子
の
日
記
で
は
、
帰
国
前
の
パ
リ
で
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に
出
か
け
た
記
事
が

散
見
さ
れ
る
が
（
九
月
十
二
、十
五
、十
六
、十
九
、二
十
三
、二
十
四
日
条
、
前

掲
「
香
川
家
史
料
」
一
五
四
二
三
）、
記
載
さ
れ
た
情
報
が
少
な
く
、
御
用
品

購
入
か
否
か
の
判
断
は
で
き
な
い
。

（
36
）	

皇
后
宮
職
「
自
明
治
四
十
一
年
至
明
治
四
十
五
年　

会
計
予
算
決
算
録
」（
宮

内
公
文
書
館
蔵
、
識
別
番
号
二
七
四
五
〇
）。

（
37
）	

「
香
川
家
史
料
」
一
七
四
四
七
。

（
38
）	

前
掲
「
昭
憲
皇
太
后
の
洋
装
と
香
川
志
保
子
」
一
八
頁
。

（
39
）	

前
掲
「
香
川
志
保
子
の
小
松
宮
欧
州
巡
行
同
行
に
つ
い
て
」
三
〇
頁
、前
掲
『
明

治
の
ド
レ
ス
』
四
六
～
七
頁
。
な
お
、前
掲
『
華
麗
な
る
明
治
』
五
〇
頁
で
は
、

ウ
ォ
ル
ス
と
ウ
ォ
ル
ト
を
混
同
し
て
誤
記
し
て
い
る
。

（
40
）	

本
明
細
と
杉
野
学
園
衣
裳
博
物
館
所
蔵
の
通
常
礼
服
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

同
館
学
芸
員
倉
鋪
ア
キ
子
氏
か
ら
ご
教
示
を
賜
っ
た
。

（
41
）	

帝
室
会
計
審
査
局
「
宮
廷
内
費　

御
費
・
皇
后
宮
費
一
」（
宮
内
公
文
書
館
蔵
、

識
別
番
号
二
四
八
一
九-

一
）、前
掲
『
日
本
実
業
新
報
』
第
一
六
二
号
、一
九
頁
。

（
42
）	

マ
ダ
ム
・
ク
リ
ン
ゲ
ン
は
、
明
治
三
十
九
年
に
東
京
で
開
業
し
た
オ
ラ
ン
ダ
人

経
営
の
洋
服
店
で
あ
る
（
前
掲
『
日
本
婦
人
洋
服
史
』
三
一
三
頁
）。
同
店
か

ら
香
川
敬
三
妻
須
磨
子
へ
出
さ
れ
た
書
翰
（
年
不
詳
一
月
五
日
付
、「
香
川
家

史
料
」
五
四
七
二
）
も
伝
来
し
、
春
物
の
洋
服
地
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
柄
や

色
合
い
が
日
本
の
奥
様
方
に
よ
ろ
し
い
か
助
言
が
ほ
し
い
、
近
日
中
に
見
本
を

持
参
さ
せ
る
、「
銀
飾
之
夜
会
服
鮮
麗
な
る
品
」
を
取
り
寄
せ
た
の
で
何
か
の

節
に
宮
様
方
へ
ご
披
露
を
、
と
あ
る
。
須
磨
子
へ
の
書
翰
で
は
あ
る
が
、
後
発

の
洋
服
店
と
し
て
宮
中
に
顔
の
き
く
香
川
敬
三
や
志
保
子
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

力
を
借
り
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
実
際
に
、
明
治
四
十
四
年
度
に
は
帽

当
時
、
ジ
ョ
ー
ジ
、
ジ
ョ
セ
フ
の
ベ
リ
ッ
ク
兄
弟
が
横
浜
五
十
六
番
館
で
営
業

し
て
い
た
（
佐
々
木
茂
市
編
『
日
本
絵
入
商
人
録
』
私
家
版
、
明
治
十
九
年
）。

（
26
）	

明
治
十
九
年
十
二
月
三
日
付
香
川
敬
三
宛
志
保
子
書
翰
（「
香
川
家
史
料
」

一
〇
一
二
八
）。
ま
た
同
時
期
、
志
保
子
は
、
敬
三
が
依
頼
し
た
須
磨
子
の

「
御
洋
服
」
を
小
松
宮
妃
と
同
じ
店
で
仕
立
て
る
に
は
あ
ま
り
に
高
価
で
あ

り
、
ご
依
頼
の
三
百
円
で
は
と
て
も
無
理
だ
と
八
重
野
が
言
う
の
で
、
先
日
購

入
し
た
洋
服
地
を
用
い
て
私
の
行
き
つ
け
の
仕
立
屋
で
制
作
し
、
帽
子
は
パ

リ
で
購
入
し
よ
う
と
思
う
、
と
敬
三
に
伝
え
て
い
る
（
明
治
十
九
年
十
一
月

二
十
七
日
付
、
十
二
月
十
三
日
付
香
川
敬
三
宛
志
保
子
書
翰
、「
香
川
家
史
料
」

一
〇
一
〇
五
、一
〇
一
〇
一
）。

（
27
）	

明
治
十
九
年
十
二
月
十
五
日
付
香
川
志
保
子
宛
敬
三
書
翰
（「
香
川
家
史
料
」

一
〇
一
一
四
）。

（
28
）	

明
治
十
九
年
十
二
月
十
九
日
付
、
同
二
十
年
一
月
二
日
付
香
川
志
保
子
宛
敬
三

書
翰
（「
香
川
家
史
料
」
一
〇
一
六
一
、一
〇
一
一
〇
）。

（
29
）	

明
治
十
九
年
十
二
月
二
十
八
日
付
香
川
志
保
子
宛
敬
三
書
翰
（「
香
川
家
史
料
」

一
〇
一
三
九
）。
な
お
、こ
の
時
購
入
し
た
御
服
は
通
常
服（
ヴ
ィ
ジ
テ
ィ
ン
グ
・

ド
レ
ス
）
と
思
わ
れ
る
（
前
掲
「
香
川
志
保
子
の
小
松
宮
欧
州
巡
行
同
行
に
つ

い
て
」
三
〇
頁
）。

（
30
）	

明
治
二
十
年
一
月
七
日
付
香
川
志
保
子
宛
敬
三
書
翰
（「
香
川
家
史
料
」

一
〇
一
三
九
）。

（
31
）	

史
料
二
─
三
に
は
、
他
に
三
宮
が
久
宮
静
子
内
親
王
の
御
用
品
を
ア
メ
リ
カ
で

購
入
し
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
か
ら
送
っ
た
と
書
か
れ
て
い
る
。
当
時
、
久
宮

養
育
主
任
を
敬
三
が
務
め
て
い
た
が
、
同
年
四
月
四
日
に
久
宮
は
薨
去
し
た
。

（
32
）	

明
治
二
十
年
五
月
十
五
日
付
香
川
敬
三
宛
三
宮
義
胤
書
翰
（「
香
川
家
史
料
」

一
一
〇
九
二
）。

（
33
）	

志
保
子
の
日
記
を
み
る
と
、
六
月
六
日
に
三
宮
に
呼
ば
れ
、
日
本
か
ら
依
頼
さ

れ
た
飾
物
と
金
子
の
件
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
、
同
十
六
日
に
小
遣
い
千
円
を

受
領
し
て
い
る
（「
香
川
家
史
料
」
一
五
四
二
三
）。
そ
の
内
容
か
ら
六
月
六
日

に
近
い
時
期
と
思
わ
れ
る
敬
三
宛
の
書
翰
で
は
、
三
宮
に
依
頼
し
た
「
星
形
髪
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子
針
、
御
頸
飾
、
ブ
ロ
ー
チ
、
御
服
飾
紐
、
帽
子
、
帽
子
用
羽
根
、
束
髪
櫛
、

頭
髪
用
留
針
、
同
蝶
形
等
の
皇
后
御
用
品
が
同
店
で
購
入
さ
れ
て
お
り
（
前
掲

「
明
治
四
十
四
年　

宮
廷
内
費　

御
費
・
皇
后
宮
費
一
」）、
御
用
達
の
一
角
に

見
事
に
食
い
込
ん
で
い
る
。

（
43
）	

明
治
神
宮
監
修
『
昭
憲
皇
太
后
実
録
』
下
巻
（
吉
川
弘
文
館
、平
成
二
十
六
年
）

大
正
元
年
十
一
月
三
十
日
条
（
六
三
九
頁
）
等
。

（
44
）	
前
掲
「
香
川
家
史
料
」
一
〇
一
〇
九
。

本
稿
執
筆
に
際
し
、
香
川
擴
一
氏
、
香
川
和
敬
氏
、
香
川
雅
隆
氏
、
皇
學
館
大
学
名
誉

教
授
上
野
秀
治
氏
、
元
文
化
学
園
大
学
教
授
植
木
淑
子
氏
、
杉
野
学
園
衣
装
博
物
館
館

長
安
部
智
子
氏
、
同
館
学
芸
員
倉
鋪
ア
キ
子
氏
、
学
習
院
大
学
教
授
千
葉
功
氏
、
学
習

院
大
学
史
料
館
学
芸
員
長
佐
古
美
奈
子
氏
、
同
梅
田
優
歩
氏
、
松
戸
市
戸
定
歴
史
館
の

村
上
瑞
木
氏
に
多
大
な
ご
助
力
を
賜
り
ま
し
た
。
末
筆
な
が
ら
、
記
し
て
謝
意
を
表
し

ま
す
。
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の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。
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